
[

「



・・一 〆 一 ーー一 目 次 一 ・～ ヘ 八一

寄 稿 超LSI開 発促進費補助金について1

研究開発 貿易情報システムの開発計画6

日本語情報処理に関する研究開発9

調 査 コンじ。ユーク・ネットソーク調査団報告16

MISに おける経営科学 ♪法尊人の実際20

蒜 竺;'「 ・R・-T・ ・T・ 」を糊 して27

<海 外 ニ ュー ス>Xeroxの コ ン ビ=一 タ製 造 撤 退 とその 波 紋 …30

〈談 話 室〉

JIPDECだ よ り

優秀情報処理システム等を表彰

4

5

ρ
0

3

3

0
0

一情報化週間記念式典一

☆ ☆ ☆一



ノ∬PDECジ ャー ナル

FS対 抗次世代電子計算機用

超LSI開 発促進費補助金について

通商産業省機械情報産業局電子政策課

斎 藤 茂 樹

「

鳥

、

1.は じ め に

現在,わ が国は資源問題や環境問題等数々の制約要因

の下で,多 様化 し高度化する国民のニーズに応えてい く

ことを求められているが,そ のためには今後,い っそ

う社会の情報化を進めて行かな くてはならない。 このよ

うな社会の情報化の基盤をなすものは,い うまでもな く

電子計算機であり,い まや電子計算機はわが国社会 ・経

済のいわば中枢神経 として重要な役割 りを果 た して い

る。

電子計算機産業はそれ自身省資源,無 公害,知 識 集

約,技 術先端産業の典型であり,か つ将来にわたって強

い成長力が見込まれてお り,今 後のわが国産業構造を担

うリーディングインダス トリーである。

このような観点からわが国においては,従 来か ら 『国

産化率50%以 上』を目標に種々の施策がとられ て きた

が,本 稿では,現 在までの助成策の中核である電子計算

機新機種開発促進費補助金に簡単に触れた上で,今 後の

助成策の代表である次世代電子計算機用超LSI開 発促

進費補助金について解説する。

表一1

2.370シ リーズ対抗国産機種の研究開発

電子計算機産業は,技 術集約度が高く,巨 大な資金調

達力を要するナこめ市場への参入障壁はきわめて高い。 こ

のため,世 界市場の60%以 上を巨人IBM社 が占め,か

つ米国系 メーカーで世界市場の90%以 上を占めていると

い うような典型的な寡占体制が確立してお り,こ の中で

国産 メーカーは世界市場の約5%程 度を占めているにす

ぎない。つま り,わ が国企業と米国企業 との問には依然

として技術開発力,資 金調達力,市 場開拓力等の点でか

な りの格差が存在するのである。

このような情勢の中で,政 府 も国産 メーカーの基盤の

強化を図るため,全 面的な資本 ・輸入の自由化について

は,極 力その決定時期を遅 らせてきた。 しかるに,昭 和

47年 か らの通貨危機を契機 として米国の電算機産業 自由

化への要求には きわめて強い ものがあり,こ のため,国

際協調の見地か ら,48年4月 に100%資 本自由化および

6月 に輸入自由化の時期をそれぞれ50年12月1日,50年

中 と決定し,自 由化の最終スケジ二一ルが確定した(表

一1参 照)。

自由化措置の現状

品 名
資 本 自 由 化 輸 入自由化

`

技術導入 自由化
50% 100%

電子式会計機 ・高級電卓等 49年8月4日 50年12月1日 48年4月19日 49年7月1日

電

算

機

本 体
48年8月4日

磁 ξポ ター用)

50年12月1日

磁 §ポ ター用)

50年 中

49年7月1日
周辺
装置

記憶機 ・端末機 50年 中

それ以 外の もの 47年2月1日

部 品 50年 中
}・ 一『

ソ フ ト ウ ェ ア 49年12月1日 51年4月1日 49年7月1日

集'

積

回
路

素子数100未 満の もの

200未 満の もの

2∞以上の もの

自 由 化

(コ ン ピュー ター用ICを除 く)

49年12月1日

(コ ン ピ ュー ター 用 をICを除 く)

自 由 化

自 由 化48年4月19日

49年12月25日

一1一
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このため,わ が国電子計算機産業は,技 術力,資 金力

で圧倒的な優位をもつ米国企業との激しい生の競争を展

開しなければな らない こととな り,政 府 として もこのま

ま放置するならば,こ れまで営々と築 きあげてきたわが

国電子計算機産業の若い芽を枯 らしかねないと判断し積

極的な助成策を展開して きナこ。

わが国電算機産業は,46年7月 の50%の 資本自由化時

期決定を契機 として,同 年10月 か ら11月にかけて再編成

を行い,国 産 メーカー6社 は3グ ル ー プ(富 士通一日

立,日 電一東芝,沖 一三菱)に 集約化 された。そして,

通産省として も,電 算機種開発促進費補助金制度を昭和

47年度 より発足 させ,こ の3グ ループに交付するなどし

て,国 産メーカーの体質強化を図って きたが,さ らに上

記48年 の自由化時期決定に対応し,48年 度予算の補正に

おいて,上 記の補助金制度を大幅に拡充する等の白川化

対策を強力に推進してきナこ。

電算機等開発促進費補助金の中核は,昭 和45年 より発

表されたIBMの3.5[1』 代機種であるIBM370シ リP－ズ

に対抗する新シリーズを開発する上記3グ ル ー プに 交

付されている電子計算機新機種開発促進費補助金である

が,49年 以降各グループともその成果である新機種を徐

々に発表している。そして51年 度には,シ リーズの全体

を発表し計画を終了するものと思われる(図 一1,表 一

2参 照)。

機

Mi60

M170

M180

M190

表 一2新 シ リー ズ 発 表 の 状 況 及 び

lBM370シ リー ズ との 性 能 比 較

富f:通 ・ 日 立(Mシ リー ズ)種響∴隔齢
　 　ド 　 　 コ 　

'74
.ユ111BM168

・74.〒「 「IBM1】 .

百 電1・ 東 芝(ACOSシ リー ズ)
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'
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機 種
一 ‥ ・一 一'

ACOS200

発 表 時 期(年 月)

'74
.5
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.5
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.5
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IBM115

一 呼
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IBM125ACOS300

ACOS400
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ACOS5001
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この新機種の発表により,自 由化後の当面の体制は徐

々に整いつつあるが,巨 大な外資系メーカーに対抗 して

いくためには,今 後とも国産 メーカーの一層の努力が要

請 されるとともに,政 府の助成策が必要とされるところ

である。

3.FS対 抗次世代電子計算機用

超LSIの 研究開発

(1)FSお よ び超LSIに つ い て

電 子 計 算 機 は 主 として 使 用 素 子 の 急 速 な 技 術 的 発 展 を

背 景 とし て5～6年 の ス テ ップ で飛 躍 的 な進 歩 を遂 げ て

きてお り,こ の5～6年 の ス テ ップ を 世代 と 呼 ん で い

る。 す な わ ち,真 空 管 を使 用 し た第1世 代,ト ラ ンジ ス

タを使 用 し た第2世 代,ICを 使 用 し た第3世 代 を 経

て,現 在LSIの 使 用 に よ って第3.5世 代 とい わ れ る段

階 を迎 え てい るが,き た るべ き第4世 代 は超LSIを 使

用 す る こ と とな ろ う。 ま た,こ れ ま で の と ころ この よ う

な 世代 の変 遷 はIBMの 販 売 戦 略 に よ り,そ の主 導 権 の

もとに行 わ れ て きた の で あ る(表 一3参 照)。

表 一3回 路 素子 技術 の歴 史

⊥ 一 ・ 一'

1
1日: 代

・

使 用 素 子 IBM機 種

1

(～1959)

直 兜工ン、 間 701

2

(1960～ 64)

トラ ン ジス タ

!一_

7090

　一

3

(1965～ 69)

IC

(lntegrated Circuit)

i

♪

360

3.5

(1970～ )

LSI

(Large Scale Integrati・n)

　1 370

4 超LS 1 FS

IBMの 次 世 代 電子 計 算機 と い わ れ るFS(Future

Systeln)と は,IBM－ テ レ ッ クス独 禁 法 訴 訟 で公 表 さ

れ たIBMの 内 部 資料 に現 わ れ た 呼称 で あ り,FSの 概

要 は そ の 後 の 訴 訟 資 料,IBMの 特 許 出願,IBMの 研

究 者 の 学 会 発 表 な どに よ り知 る こ とが で きる。 このFS

は1980年 ま で に 発 表 され る とい わ れ て い るが,そ の特 徴

は 次 の よ うな もの とみ られ て い る。

(し使 用 素 子 はLSI

FSは,半 導 体 技 術 をは じめ とす る最 新 技 術 を駆 使 し

て開 発 され る超LSIを 中 心 として メ モ リ回 路 お よ び論

理 回路 の 高 性 能 化 お よ び低 価 格 化 を図 る もの で あ る。

超LSIと は現 在 のLSIを さ らに大 規 模 に集 積 し た

半導 体 素 子 で あ り,そ の集 積 度 は現 在 の100倍 あ る い は

そ れ以 上 とい わ れ て い る。 この結 果,素 子 の 価 格 は約20

分 の1に 下 が り,電 子計算 機 の 中央 処 理 装 置(CPU)

そ の もの の価 格 も現 在 の3分 の1な い し5分 の1程 度 に

な る とい わ れ て い る。 ま た,素 子 の高 速 化 と信 頼 性 の 向

上 に よ って電 子 計算 機 の性 能 も飛 躍 的 に高 ま る こ と とな

る(表 一一4,表 一5参 照)。

ば 新 しい ソ フ トウ ェア体 系(O.S)

従 来,機 種 ご とに別 々に 作 成 され て い た ソ フ トウ ェア

表一5超LSlの 性能
一__一 一 ⌒ 一 一'

現 状

　 「

超LSI
・・'

数 百万 ピ ッ トメ モ リ 4,000ピ ッ ト
.

大容}劃ヒ

・

高

L沙 型・

L－旦 価

1高 信

論理回路
一 ヒ ーA'

速 化

軽量化
一一-一

格 化

頼

100回 路
.・一一 〔一・一 一

千万分 の8秒
A-w-一 ー

ロ ッ カ ー の 大 き さ
一 一一一

ユ円/ピ ッ ト
A

数 万 回 路
丁『

千万分の2秒
→一 一・一 一 ・.一ー 一　

朝 二計 算機 程 度`
… 一 一一一}

5銭/ピ ッ ト
_:一']、'}

化
(故|牌 翰 の一－i

表一4半 導体の技術革新の歴史
・ 一 r『 〒,'.1

トラ ン ジ ス タ ICLSI 超LSIi 人間頭脳
r

w }一

1

時 代 昭30～ H召40～II召50～ 昭55～ 一
」

複 雑 さ(部品の数)

一 一 ー一「}

1個

A-rT-・ ・

80-50f固
1

1,000-10,000個

一

:

数 百万1固
、

|- ,・` 一 －
r

能 力(メモ リ換算) 1ビ ッ ト以 下 10ビ ッ ト;4,000ピ:ソ ト 麺 万。。一 百僚。。ト
1

ぐ

与 え る イ ンパ ク ト
トラ ン ジス タ

ラ ジ オ
人 工 衛 星

マ イ ク ロ

コ ン ピ ュ ー タ

FS

コ ン ピ ュ ー タ

10c面角の立方体 に入

る数(部 品 換 算)
～150 500万 1億 数十億 ～百億 敷 石 億

一3一
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シ ス テ ム(O。S)が 整 理 統 合 され る ほか,従 来 の ソ フ

トウ ェア作 業 を統 一 化,標 準 化 し,で きる限 り能 力 の 大

幅 に向 上 し た ハ ー ドウ ェア で実 行 させ よ う とい うソ フ ト

ウ ェアの ハ ー ドウ ェア化(フ ァー ム ・ウ ェ ア化)が 進 展

す る。

③ 新 しい 大 容 量 周 辺 装 置

周 辺 装 置 に つ い て も数 多 くの 技 術 革新 が 行 わ れ,大 容

量 の 磁 気 デ ィス ク,磁 気 テ ー プ な どの補 助 記 憶 装 置,高

速 の 入 出 力 装 置 等 が 開 発 され る。

(2)超LSI開 発の必要性

IBMが 開発中のFSは 前述のごとく,現 行の3.5世

代機に比べて画期的な向上を図るものであり,FSに 対

抗する国産機の開発がな くては,国 産電子計算機産業は

市場競争力の点で全 く不利 とな る。 従 って,IBMの

FSが1980年 前後に出てくると予想 されるので,FS対

抗機種 もそれより1年 遅れか,遅 くとも2年 遅れで発売

できるように開発する必要がある。

FSの 技術的中核が超LSIで あることから,わ が国

メーカーも超LSIの 開発を緊急に進めなければな らな

い時期を迎えている。 しかしながら,超LSIの 開発は

技術的にきわめて高度であ り,多 くの リスクを伴 うとと

もに,研 究開発費 も巨額にのぼるため,わ が国電子計算

機業界が これを独力で実施することは不可能であり,わ

が国の総力を挙げて取 り組むべ きナシ。ナルプロジェク

トである。このため政府 としても研究開発体制の一本化

を強力に指導する と と もに,次 世代電子計算機用超L

SI開 発促進費補助金を創設し,わ が国における次世代

電子計算機用超LSIの 研究開発を支援することが必要

である。

さらに,超LSIの 開発による技術的波及効果は非常

に大 きいものと考えられる。すなわち,半 導体技術は学

際的総合技術であり,そ の成果は広 く機械,電 子,金 属

等の産業分野に及んでいるが,と くに超LSIの 開発に

際しては,完 全結晶,超 精密加工,超 精密測定評価,高

度品質管理技術等の飛躍的進歩が期待 されてお り,そ の

技術的波及効果はきわめて広汎にわたるもの と考えられ

ている。また,超LSIの 製品化の成果は,一 方では電

子計算機の低価格化等 を通じて,情 報化の遅れている中

小企業分野をはじめとする多 くの分野に電子計算機の普

及を可能とすると同時に,さ らに産業用,家 庭用電子機

器の高性能化により経済 ・社会の高度化に貢献するとこ

ろが大 きいと考えられ,超LSI開 発の意義はまことに

大 きい。

(3)次 世代電子計算機用超LSI開 発促進費補助金の

具体的内容

①施策の概要

次世代電子計算機開発の技術的中核 とな る 超LSI

(記憶素子および論理素子)の 実用化のために行 う研究

開発について,一 本化された研究組織(鉱 工業技術研究

組合法に基づ く研究組合)に 対 し,そ の研究開発費の50

%を 補助する。

②研究開発期間

昭和51年 度～54年 度

③研究開発技術

超LSIの 開発に必要な次に掲げる6つ の技術を中心

として研究開発を行 う。

a.光 加工にかわる電子 ビーム装置等を利用しての超

微細加工技術。

b.欠 陥の少ない超LSI用 の大 口径シリコンを作る

結晶技術。

c.微 小部分に多 くの異 ったパターンを組みこむtめ

の高度な設計技術。

d.微 細加工技術等の成果を十分に駆使できるプロセ

ス技術。

e.超 高密度集積度を有する超LSI素 子を短時間で

試験評価する技術。

f.こ れ らの諸技術の成果を利用した高速論理素子,

高密度論理素子,高 速度記憶素子および高密度記憶

素子のデバイス技術。

④研究開発体制

現在のIBM370シ リーズ対抗機種の開発は前述のe"

とく,富 士通一日立,日 電一東芝,沖 一三菱の3グ ルー

プ体制で進められている。一方,超LSIの 開発につい

ては,開 発の対象は単に記憶回路にとどまらず論理回路

をも包含し,か つ,基 礎技術および製造技術の双方を対

象 とする必要があり,こ れに対応 して,研 究開発体制に

一4一一 'ご ㌔ 一 … 才エ㎡".:■"tn-,z▲ 、
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ついて も,将 来FS対 抗用の次世代電子計算機 を製造,

販売 しうる企業グループをベースとして効率的な研究開

発が行われるよう配慮する必要がある。

このため国産 メーカーを,富 士通一日立一三菱,日 電

一東芝の2グ ループに再編成 し,こ の2グ ループを構成

員とする鉱工業技術研究組合を組織 させ,必 要な資料,

人員を組合に集中して,可 能な限 り一元化 した研究開発

を行 うこととした。原則 として基礎的な機器,技 術の開

発は一元化 した共同研究開発組織が担当し,電 子計算機

のアーキテクチャや ノウハウに関連する製造技術等につ

いては,グ ループ別の研究組織が担当する。

また,工 業技術院の電子技術総合研究所(電 総研)は

このプロジ ェク トに対し全面的に協力体制をとり技術研

究組合を指導す る。

なお,電 電公社は電気通信用の超LSIの 基礎研究に

図一2超LSIの 研究開発体制

着手しているが,双 方のプロジェク トに共通した部分に

ついては国家的見地か ら協力して開発を行 うこととして

いる(図 一2参 照)。

、

、
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貿易手続業務の円滑化を目指 して

貿易情報 システムの開発計画(通 商産業省受託事業)

1.貿 易情報 システム化 の背景

ω国際貿易の急速な拡大

わが国の対外貿易は戦後のわが国経済の急速な成長を

背景に,著 しい伸びを示している。因みに1965年 度から

1974年 度の10年 間で輸出は6.6倍,輸 入は8.2倍 と諸外国

に例を見ないほど急速に拡大 した。

これに伴なって,国 際間の物流および情報の流れも飛

躍的に増大 しているが,そ の反面 こうした実勢に対応 し

て国内における行政関連事務,お よび民間の業務の処理

体制の整備,合 理化が極めて立遅れてお り,貿 易の発展

を阻害する事態 も生じている。

②高速貨物輸送手段の発達

最近ではジャンボフレイター,コ ンテナリゼーション

等,貨 物輸送手段の高速化により貨物の移送時間が,貿

易手続所要時間よ りも短 くなる場合があるため,一 部に

貨物が停滞する事態 さえ発生している。

この現象は とくに航空貨物の荷動 きに関して顕著に見

られ,諸外国との貿易業務の阻害要因とさえな っている。

(3腹雑 ・多岐にわたる情報の流れ

貿易業務に関連する事業体は,通 商産業省,大 蔵省,

運輸省などの関係官庁および商社,銀 行,保 険会社,航

空会社などの関連業界の多数におよんでいる。そのため

手続 きは複雑 ・多岐にわた り,こ れに付随する情報の流

れ も複雑かつ膨大な ものとなってお り,手 続 きの開始か

ら終了までには相当な日数を要している。

(4)諸外国における貿易情報システム化の進展

貿易情報シ ス テ ム化の動 きは1960年 代後半から,英

国,仏 国および米国等の諸外国において具体化しつつあ

る。英国では,ロ ン ドン空港で輸入業務の情報処理シス

6

テ ム"LACES"が 実 用 化 して お り,仏 国で もパ リ空

港 の輸 入 関連 情 報 シ ス テ ム"SOFIA"が 年 内に 稼 働

す る予 定 で あ る。 米 国 に お い て も,貨 物 デ ー タ交 換 シ ス

テ ム"CARDIS"の 開発 が鋭 意 進 め られ て い る。

この よ うな動 向 に対 応 して,わ が 国 で も貿易 情 報 シ ス

テ ム を 図 り,国 際 的 な連 携 を強 化 す る こ とが急 務 とな っ

て い る。

2.貿 易情報システム化の目的

このような事態に対応して,わ が国の貿易活動を円滑

に発展させるためには,貿 易情報システム化を強力に推

進することが緊急の課題である。

貿易情報システム化の目的は,

①貿易手続の合理化および簡易化

②貿易手続の迅速化による貿易手続時間の短縮

③貿易情報の共同利用によるインプットコス トの節減

④貿易情報の国際的流通の円滑化

などの諸点である。

3.貿 易情報システム化構想の内容

貿易情報システム化構想を簡単に表現すれば,「 貿易

業務に関連する各車業体がユーザーとな り,各 種の貿易

情報システムを共同利用することによって情報の流れを

速め,貿 易手続の合理化,簡 易化および迅速化を図るこ

と」である。

この構想を図式化 したものが次ページの 、貿易情報 シ

ステム化構想、である。

図の申のサポーティングシステムの役割は貿易業務に

関連する事業体の業務を集中化しようとい うものではな

く,関 連するシステム内で使用 される貿易データの相互

〔
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共同利用を具体化し,総 合的見地か ら

貿易手続所要時間の短縮,貿 易手続所

要経費の節減をね らいとした ものであ

る。当面は輸入取引関連システム,航

空輸入通関システムとの連携を考慮し

ているが,次 の段階では他の貿易情報

システムとの連携,更 に将来は海外の

貿易情報システムとの連携を配慮する

必要が生 じるであろう。

4.貿 易情報 システ ム化 の進

め方

業界団体

情報 システム

決 済

情報 システム

輸出取 引

関連

情報 システム

サ ポー テ ィ ン グ ・

シ ス テム

輸入取 引

関連 、

情報システム

航空輸 入

ノ 通関
情報システム

運送 保険

情報 システム 情報 システム

{1}段階的アプローチの必要性

貿易情報システム化を進めるにあた

ってはその規模か らみて,多 額の費用と長い歳月が必要

となるだろ う。

このシステムは関連する事業体が多種多様であるだけ

ではなく,現 行諸制度および商慣習の複雑 さとあいまっ

て,当 初から貿易情報の トータルシステムを目指すこと

が困難であるため,シ ステム開発は,そ の緊急性の度合

に応 じて段階的に進展 させる必要がある。

いま貿易形態を物の輸送手段 と物流の方向とによって

分けると,前 者では航空機 と船舶に,後 者では輸入 と輸

出に分 けられる。 これらの組合わせによって貿易情報シ

ソテムを分類した ものが次表である。

貿易情報 システムの貿易形 態による分類

貿 易 形 態
シ ス テ ム 名

輸 送 手 ⇒ 物流の方向

航 空 機
輸 入 航空輸入 システム

輸 出 航空輸出システム

船 舶
輸 入 海上輸 入システム

輸 出 海上輸出 システム

これ らのシステムはいずれ も早急に開発の必要がある

が,

①航空機による物資の輸送は,船 舶に比べて,は るか

に高速であるため,そ れに追随できるように,貿 易

手続の迅速化が要求 される

!'、 、
!、

!、
ノ 　

1酬 システム1

、 ノ

メ ＼ノ

貿 易 情 報 シ ス テ ム 化 構 想

②輸入業務には課税業務が付随するため,輸 出業務 よ

りもEDP化 の要求度が高い

③諸外国の例をみて も,航 空輸入 システムから開発を

進めてお り,そ れ らのシステムとの整合性をとる必

要がある

などの理由により,最 初に航空輸入 システムの開発に着

手し,つ いで航空輸出システムの開発等の作業を進める

べ きであろ う。

{2}サポーティングシステム開発の必要性

以上のように,緊 急度に準 じてシステム開発を進める

こととなろうが,そ れとは別に貿易情報システム全体の

円滑な運営を確保するため,輸 入取引関連システム,航

空輸入通関システム等各システムの貿易情報を共同利用

する目的で,サ ポーティングシステムの開発を推進する

必要がある。

サポーティングシステムが実用化 されだ場合には,

①貿易情報システムへの重複入力が避けられる

②貿易業務で汎用化 されている、コー ド類を一括して管

理で きる

などの理由か ら貿易情報システム全体の運営経費を節減

できるとともに,

③貿易手続所要時間が短縮で きる

④貿易情報 システムのユーザーは,貿 易手続の進行状

況を掌握できる

などのことから,国 内の移送,生 産,支 払等の関連業務

一7
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が円滑に行える効果が期待 されよう。

5.通 商産業省における貿易情報システムの

開発

通商産業省では,貿 易手続時間の短縮,貿 易情報の共

同利用による所要経費の節減,貿 易情報流通の円滑化等

を狙い とした貿易情報システムを開発することとし,昭

和50年 度において,

①輸入取引関連アプリケーシ。ン ・システムの調査研

究

②サポーティングシステムの調査研究

③周辺端末装置の調査研究

の3テ ーマを翻 日本情報処理開発センクーへ委託した。

これを受けて,当 財団では関係官庁および関連業界の有

識者等か らなる貿易情報システム委員会を設け,そ の下

にテーマ別の専門委員会を設置して,調 査研究を進めて

いる。

それぞれのテーマの概要は,次 のとお りである。

ω輸入取引関連アプリケーシ。ン ・システムの調査研

究の概要

各種の輸入手続(輸 入割当,事 前許可,輸 入承認に関

する業務,お よびそれらと直接関連のある諸業務)を 取

りあげ,現 状について調査分析を行い,当 該業務のED

P化 に際しての各種問題点を検討するとともに,シ ステ

ム化の基本構想をとりまとめる。

②サポーティング・システムの調査研究の概要

サポーティング ・システムは,輸 入取引関連アプリケ

ーシ ョン ・システム,お よび航空輸入通関システムの間

で,貿 易情報の相互共同利用および情報の流れの円滑化

を図 り,各 システムの効率を向上させるものである。

対象となる各種システムについて調査するとともに,

サポーティング・システムに適合するオンライン通信方

式な らびに関連するコンピュータの諸機能について調査

検討を行い,サ ポーティング ・システムの基本構想を と

りまとめる。

{3周辺端未装置の調査研究の概要

各種貿易情報システムで使用する種々の周辺端末装置

の機能等について,内 外の技術動向調査を実施するとと

もに,こ れ ら装置の性能評価の方法および基準を検討す

る。その結果にもとづ き,い くつかのモデルについて実

験および評価を行い,貿 易情報システムに適合する周辺

端末装置の仕様を決定する。

6.今 後の開発について

通商産業省,大 蔵省,運 輸省の三省は繁雑化している

貿易関係手続の合理化と迅速化を図る'貿 易情報システ

ム、の開発テンポを早めているが,こ の背景には英国の

"LACES"が すでに操業を開始してお り
,仏 国では

"SOFIA"を
,米 国でも"CARDIS"を 開発申で,

その実用化が間近いといわれているといった国際的な貿

易情報システム化の動 きがあることを忘れてはならない

だろ う。

各国が当面のシステム化の対象 としているのは,移 送

速度が速 く課税業務が付随する航空輸入業務であるが,

こうした動 きに対応して,わ が国も当面航空貨物を対象

に,シ ステム化を図ることとしている。

通商産業省は,当 面輸入取引関連アプリケーシ。ン ・

システムの開発,貿 易情報システム全体の円滑な運営の

確保および貿易情報の共同利用による所要経費の節減を

図る目的 とするサポーティング ・システムの開発を目標

としている。

大蔵省は,"NACCS"と 呼ばれる航空輸入通関シ

ステムの昭和53年 スター トを計画中であ り,運 輸省は,

運送情報システムの開発を行 うこととしている。

これらの各貿易情報システムの開発にあたっては,そ

れぞれのシステムが互いに密接な関係をもつため,貿 易

情報システム全体の開発に つ い て,通 商産業省,大 蔵

省,運 輸省の三省で連絡を もち,合 意の上で進 め て い

る。

貿易情報システム完成の暁には,そ の利用者は,貿 易

手続時間の短縮,貿 易手続所要経費の節減だけに留ま ら

ず,貿 易手続の進行状況を掌握することが可能となる等

のメリットを得 ることが期待 されるため,そ の開発過程

は貿易関連業界の一大関心事 となっている。

(佐内則夫 ・システム第二課)
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日本語情報処理に関する研究開発
一 カナ ・漢字 変換 システ ム/日 本 語情 報 検 索 シス テ ムー

これ まで に,「 カタカナ漢 字変換 の事例研 究」(JIPDECジ ャーナル第13号),「 文書情報処

理 に関す る調査研究」(同 第18号)と い うタ イ トルで,当 財 団におけ る日本語情報処理の研究

概要 を紹介 して きたが,今 回は昭和49年 度 に研 究開発を行 った カナ漢 字変換 システムについ て

その処理概要 と実験結 果 を述 べ るとともに,50年 度 に研 究 を進 めてい る日本語情 報を扱 った検

索 シス テムの概要 を説 明す る。

1.カ ナ漢字変換 システム

カ ナ漢 字 変 換 シ ス テ ムは,次 の4つ の サ ブ シ ス テ ム で

構 成 され,そ の シ ス テ ム ・フ ロー を 図一1に 示 す。

(1)変 換 テ ー ブル 管 理 サ ブ シ ス テ ム … … カ ナ漢 字 変換 テ

ー ブル の作 成/更 新 お よ び同 音 異 義 語 の整 備 を行 う

② カ タ カ ナ ・デ ー タ作 成 サ ブ シ ス テ ム … … カ タ カ ナ ・

デ ー タの作 成/修 正 を行 う

(3)カ ナ漢 字 コ ー ド変 換 サ ブ シ ス テ ム… …EBCDIC*カ

タ カ ナ ・コ ー ドか ら漢 字 コ ー ドへ 変 換 す る

14)編 集 出 力 サ ブ シ ス テ ム …… 漢 字 コ ー ド ・フ ァイル を

編 集 し漢 字 プ リン タに 出力 す る

以 降 に処 理 手 順 ・方 法 お よ び処 理 例 な どに つ い て概 説

す る。

(1)変 換テーブルの管理

カナ漢字変換テーブルに登録する漢字単語の選定は,

各専門分野の用語辞典や専門書に出現する漢字熟語の中

か ら次のような漢字単語の抽出基準に従 って調査分析を

行い,出 現頻度を参考にしなが ら専門語 ・重要語な どを

十分吟味検討したうえで決定 される。

抽出基準

*ExtendedBinaryCodedDecimalInterchangeCode

拡 張2進 化10進 コ ーード;8ビ ッ ト(1バ イ ト)を1つ の

単 位 と し て扱 うコ ン ピ ュー タの た めの 情 報 交 換 用 コー ド。

① 漢字単語は原則 として2字 に分割する

② 接頭語 ・接尾語については,① の原則のもとに出現

頻度を考慮して分離あるいは結合し,1字 単語ないし

3字 単語 として抽出する

③ 固有名詞に多 く見 られる分割不可能な単語は,最 大

5字 の単語まで許容する

これまでに実験用に作成 したカナ漢字変換 テ ー ブ ル

は,専 門分野用に電気工学,経 済,医 学(内 科),情 報

処理,公 報(通 産公報)の5種,固 有名詞用に地名,姓,

名,事 業所 ・社名,公 共機関名,学 校名,病 院名の7種

が,そ れぞれの集合ファイルに格納されている。 これ ら

の変換テーブルは,カ ナ漢字変換処理の実行前に入力デ

ータの適用分野によって必要な ものが取 り出され,複 数

の変換テーブルを使用する場合には集約処理を行ってか

ら使用される。集約処理は単に複数の変換テーブルを合

成するばか りでな く,重 複する単語をまとめた り同音異

義語の再整備 といっt処 理 も行 う(表一1に 例を示す)。

また カ タ カ ナ ・データ作成時に必要な同音異義諸表

は,分 野用 ・固有名詞用それぞれの変換テーブルに発生

している同音異義語の漢字単語を読みカナに対応させて

作表しておく(表 一2)。 本来,同 音異義語表示機構を

備えたカタカナ入力装置が望まれるが,現 在のところカ

ナ付 きカー ドせん孔機を利用するしか方法がないため,

同音異義語の手引 き辞書なる表を準備して模擬実験を行

っている。
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同～㌣

異義語義

登録用語
決定

カナ 漢 字

対 応 リス ト

漢字紙 テープ

編集 ・加工

同音異義語

処 理

カナ付
カードせん孔機

カタ カナ
・デ ー タ

討
論

望

万

カナ漢字

変換処理

漢字
ファイル

編集 ・出力

処 理

漢字かな湿 り

文 出力

カナ

漢字単 語
ファイル

変換テーブル

登 録

変換

テーブル

図 一1シ ス テム フ ロー

]
ー

`
ー

`

表一1集 約 処 理 の 例

変換 テーブル名

漢字単語

延べ数

(S)

同 音 異 義 語
B/S

(%)読 み 数
(A)

延 べ 数
(B)

平均対応数
(B/A)

事 業 所 ・社 名

地 名

公 共 機 関 名

学 校 名

5,452

5,096

1,857

1,062

388

317

71

42

977

679

154

86

2.52

2.14

2.17

2.05

17.92

13.32

8.29

8.10

集 約 固有 名 詞 (13,467)
11,501

986 2,345 2.38 20.39

253;1リ ゴ メ

254ホ リ ノ ウ チ

255ホ ン ジ ヨウ

256ホ ン ダ

25?マ カ ド

258マ キ ノ

259マ タ ノ

260マ ツ ニ

261マ ツ ガ オ カ

262マ ツ ガ ヤ

263マ ツ サ キ

264マ ツ ナ ミ

265マ ツ ノキ

266マ ル ヤ マ

267ミ カ ド

268ミ ク ラ

269ミ サ キ

270ミ サ ト

271ミ シ ョ ウ

272 .ミ ズ エ

273ミ ソ ノ

274ミ タ

275ミ タ ケ

2?6ミ ト

277ミ ド リ

278ミ ド リが 才 力

279ミ ナ ト

280ミ ネ

281ミ ノ ワ

282ミ ヤ ノ シ タ

283ミ ヤ マ

284ミ ヤ モ ト

285ミ ユ キ

286ミ ヨ シ

7

8

9

0

1

2

8

食
り

8

Q
W
O
7
9

2

2

2

う
●

2

2

ミワ

ムカイ

メグリタ

メヌマ

モウチ

モ ト

野

丘

谷

木

里

給

内

ノ
下

山

元

幸

吉

好

和

井

田
沼

内

米

の
城

多

門

木

野
枝

が

が

埼

波

ノ
山

門

蔵

64

郷

正

江

園

田

竹

戸

土

丘

痴
磯
ヰ
空
豆

づ
繊
微
微
魂
繊
微
吟
≡
唆
三
…三

三

三

.…示

畷
噸
頑
強
.…編

≡
棺
頑
≡
螂
≡
桐
噸
唱
靖
涜

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

2… 堀 込

2… 堀 ノ内

2… 本 庄

2… 本 田

2… 貞 門

2… 牧 野

2… 俣 野

2… 松 江

2… 松 が 岡

2… 松 ケ 谷

2… 松 崎

2… 松 浪

2… 松 之 木

2… 円 山

2… 繊1門

2… 美 倉

2… 三 咲

2… 美.里

2… 御 庄

2… 瑞 江

2… 美 園

2… 美 田

2… 捉 岳

2・i,三 戸

2… 緑

2… 緑 が丘

2"・ 港

2… 峯

2… 箕 輪

2… 宮 ノ下

2… 美 山

2… 宮 本

2… 御幸

2… 三好

2… 三 絵

2… 向

2… 娼 田

2・"布 沼

2… 望 地

2… 本

妻一2同 音異議語表の例(地 名)

3… 堀之内

3… 誉 田

3… 松 ケ丘

3… 岬

3… 味庄

3… 御園

3… 御嶽

3… 緑 ケ丘

3… 三芳

3… 妻沼

一10一

・云"、、

マ:二萢'
苛'ぶe

∵ウ,ε 三ぶ,～

'M

ψf2」

σ

ひ

ri



/∫P1)ECジ ャー ナル

(2)カ タカ ナ ・デ ー タの 作 成

デ ー タ作 成 基 準

① 読 み カ ナで 入 力 す る

② 漢 字 熟 語(複 合 語 ・合成 語)は 原 則 とし て2字 単位

の 単 語 に 分 ち書 きす る

③ 固有 名 詞 に つ い て も原 則 と して2字 単 位 に 分 ち書 き

し,分 割 不 可 能 な もの は 最大5字 の単 語 ま で を 許 す

④ 分 ち書 きした 読 み カ ナはEBCDICコ ー ドの カ タ カ

ナ に して12文 字 以 内 とす る(ダ ク点 ・半 ダ ク点 も各1

字 分 とす る)

⑤ 漢 字 単 語 ・固有 名 詞 の読 み カナ 中 に は長 音 ・拗 促 音

を禁 止 し,正 規 の 読 み あ るい は大 文 字 読 み で入 力 す る

⑥ 分 野用 漢 字 単 語(固 有 名 詞以 外)に は 「#」 を,固

有 名 詞 に は 「%」 を,カ タ カ ナ単 語(外 来 語 読 み カ ナ)

には 「*」 を,そ れ ぞ れの 読 み カ ナの 先 頭 に フ ァン ク

シ ョン ・キ ー とし て付 加 す る

⑦ カ タ カ ナ単 語 中 に は,「 ・(中 黒)」,「 一(長 音)」,

「/(拗 促 音 フ ァン ク シ 。ン ・キー)・ 」 の 使 用 を許

す

⑧ ひ らが な は カ タ カ ナ に し て入 力 す る

⑨ 英 数字 は 特 殊 変 換 を 除 い て そ の ま ま入 力 す る

⑩b(ブ ラ ン ク)を 各単 語 間,文 字 記 号 間等 の セ パ レ

一 夕 に用 い る

⑪ 特 殊 記 号 は フ ァン ク シ 。ン ・キ ー に使 用 され て い る

もの 以 外 は そ の ま ま入 力 す る。(EBCDICコ ー ドに あ

る もの に 限 る)

⑫ フ ァン クシ 。ン ・キ ー に使 わ れ る記 号 は原 則 と して

記 号 の 前 後 に ブ ラ ン クを挿 入 す る。 そ の他 次 の よ うに

使 用 す れ ば 記 号 とみ な す

#,%,*… …次 の文 字 が カ タ カナ以 外

/… … 次 の文 字 が カ タ カ ナ,(,)以 外

/… … 次 が 「オ」 以 外

$・・:∵・次 が英 字 以 外

〉 …二・・炊が 数字 以 外

¢・:∵コ次 が 〃`α'の 形 式 以 外(κ:整 定数,α:文

字 記 号)

(,)・ ・1…直前 が/以 外

"
,&,@… …原 則 を適 用 せ ず に必 ず記 号 の 前 に:を

つ け る

フ ァン ク シ ョン ・キ ーの 種 類 と意 味

① 単 語 変換 用 フ ァ ン クシ 。ン ・キ ー

#… … この キ ー に続 くカ タ カ ナ は漢 字 単 語 の 読 み カ

ナで あ る

%… … この キ ー に続 くカ タ カナ は固 有 名 詞 の 読 み カ

ナ で あ る

*… … この キ ー に続 く カタ カナ は カ タ カ ナ単 語 で あ

る

② 特 殊 変 換 用 フ ァン クシ 。ン ・キ ー

/… … この キ ーの 次 の カ タ カ ナ は拗 促 音 で あ る

/… … この キ ーの 次 の 「オ 」 は 「を」 ま たは 「ヲ」

で あ る

$… … この キー に 続 く英 字 は 小 文 字 で あ る

〉 … … この キ ー に続 く数 字 は 漢 数 字 で あ る

③ 編 集 用 フ ァン ク シ 。ン ・キ ー

"～"… …"を2つ1組 で 「～ 」(か ぎ カ ッ コ)を

表 わ す

/(～/)… …/(と/)の 組 で[～](す みつ きパ ー レ

ン)を 表 わ す

¢… … ¢η▼α▼の 形 式 で α(文 字 記 号)が κ(整 定

数)個 連 続 す る こ とを意 味 す る

&… … この キ ー に よ り改 ペ ー ジ を行 う

@… … この キ ー に よ り改 行(1行)を 行 い,@nの

形 式 でn+1行 の改 行 を 行 う(n:整 定数)

b(プ ラ ン ク)… …各 単 語 間 や 文 字 記 号 間等 の セパ レ

ー タ に用 い る他 ,n+1個 の ブ ラ ン クでn個

の ス ペ ー ス ・シ フ トが 行 な われ る ⑰:整 定

数).

同 音 異 義 語 の 選 択
レ

このシステムのカタカナ入力方式では,カ タカナ ・デ

ータ作成時に同音異義語を識別するための情報を付加す

る方法をとってお り,デ ータ作成者が同音異義譜表を参

照 して同音異義語番号を読みカナの後に入力する。 この

手引き辞書方式では,同 音異義語の発生しやすい姓名な

ど固有名詞用には不向きと思われるが,分 野用ではかな

りの効果が得 られている。 これまでに行った漢字単語の

調査では,分 野用については同音異義語の発生率 も約10

%前 後であ り,平 均対応数 も2～3個 と少 な い(表 一

3)。
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表 一一3同 音 異 義 語 発 生 状 況

変 換 テ ー
ブ ル 名

電 気工 学

医 学

経 済

情 報 処理

通 産 公報

姓

名

病 院 名

同音異義語
延べ数(B)

デ ー タ ・チ ェ ッ ク

漢字単語数
(s)

2,964

3,774

2,565

2,108

3,218

8,143

6,667

2,797

293

543

350

252

454

2,740

4,561

354

B/S(%)

9.89

14.39

13.65

IL95

14.11

33.65

68.41

12.66

*事 業所 ・社名,地 名,公 共機関名,学 校 名は表一1参 照

シ ス テ ムに よ る デ ー タ ・チ ェ ック項 目お よび エ ラ ーの

種 類 に は次 の よ うな もの が あ る。

① 漢字単語 ・固有名詞の読みカナについて,読 みカナ

が12文 字 オ ー バ ー,読 み カ ナ 内 に拗 促 音 ・長 音 が 湿 っ

た エ ラ ー

② 同音異義語選択エラー:同 音異義語があるのに(な

いのに)選 択番号が付けてない(付 けてある)

③ フ ァ ン ク シ 。 ン ・ キ ー 使 用 法 エ ラ ー:▼ ～ ▼,/(～/)

に つ い て ペ ア未 使 用,/に つ い て 次 の カ タ カ ナが 拗 促

音可能文字外使用
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④ か な デ ー タ につ い て,ダ ク音 ・半 ダ ク音 不 可 能 文 字

使 用,促 音 に長 音 を つ け た エ ラー

⑤ 漢 字 単 語 登 録 チ ェ ッ ク:読 み カ ナ に対 応 す る漢 字 単

語 が な い

a)読 み ち が い

b)分 ち書 きエ ラー

c)未 登録 単 語 で あ る

実 際 に デ ー タを作 成 し て,こ れ らの 項 目 を チ ェ ッ クし

て み る と② と⑤ の エ ラーが ほ とん どで あ った。 まず デ ー

タ作 成 者(ア ル バ イ ト)に 前 も って デ ー タ作 成 基 準 を説

明 し て か ら,原 文 に そ って デ ー タ ・シ ー トに記 入 し て も

ら った結 果,こ の 時 点 で調 査 し て み る と次 の よ うな こ と

が わ か った 。

イ.出 現 頻度 の 多 い 同音 異 義 語 に つ い て は,一 度 表 を

見 れ ば あ とは覚 え て い るの で エ ラー もな くス ピー ド

もあが るが,頻 度 の 少 な い もの は表 を 見 る こ とを 忘

れ て 選 択 番 号 を 落 して しま う こ とが あ る。

ロ.読 み ちが い の原 因 に,専 門 知識 が な い た め に 起 る

もの,日 常 文書 を読 む の は 口語 体 で発 音 あ るい は 日

読 す るの で 「オ」 と 「ウ」 を ちが え た り長 音 で 読 ん

で し ま う もの,と い う2種 の エ ラ ーが あ る。

ハ.分 ち書 きに不 馴 れな た めに ど こで区 切 っ て よ いか

判 断 に ま よ う。 と くに接 頭 語 ・接 尾 語 を ど うす るか

ま ちま ちで あ る。

二.拗 促 音 フ ァン ク シ ョン ・キ ー を 落 す こ とが あ る。

(3)カ ナ漢字コー ド変換と実験評価

分野用変換テーブル と固有名詞用変換テーブルを磁気

ディスクに格納し,イ ンコアにはカタカナ・ひらがな ・

英字 ・数字 ・特殊記号等のテーブルを用意してか ら,カ

タカナ ・データの1ア イテム(最 小セパレー ト)単 位に

コー ド変換処理を行なっていく(図 一3)。

図一4は,図 一2の データをカナ漢字変換処理した結

果であるが,こ の うちアンチック体のひらがなは単語未

登録のために不変換 とな ったものである。

これまでに行 った実験結果の例を表一4に 示す。 この

表の申か ら登録単語数 と変換率を比較してみると,登 録

単語数が多 くなればそれにある程度比例して変換率 も高

くな っていることに気づ く。しかしなが ら,こ れをうの

1区 切 リ

読込 み

な

口り

が

記

換

ら

外

麦

ひ
特

編 集 コー ド

換

ル

用

プ

チ

野

一

[

分

テ

サ

換

r

変

、

甘

ル

咀

プ
チ

治
二

一4
換

サ

順
変

カタカナ

変換

図一3変 換 処理 フロー

漢字単語

変換

固有名詞

変換

みにすることはできない。実際にこれらのデータを作成

する時点では,登 録単語の多い分野ほど同音異義語の発

生する率が高 くなっているのが一般的であ り,し たがっ

て同音異義語識別のために時間が余計にかか りデータ作

成ス ピー ドは遅 くなるとい う結果が得られる。 これはカ

ナ漢字変換処理における最 も大 きな問題であ り,こ うし

たカナ漢字変換システムのね らいとする操作性やスピー

ドという効果をいかに向上 させるか,最 適規模などの十

分な検討が望まれるところであ る。

また,デ ータ作成時におけるファンクシ 。ン・キーに

ついても,キ ーをふやせば後の変換処理は容易であるが

反面スピー ドは落ち,少 な くすればスピー ドは上るが変

換処理は複雑にな り変換率に も影響を及ぼすことにな り

かねない。

今後の課題として,や は りこのような入力の操作性を

考慮した,し か も経済性にもす ぐれたハー ドウエアの出

一13-一 ー一
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Na

いわみ照明器具 株式会社

千代田区飯田橋4-2-1

株式会社 いつ しん社

千 代田区大手町2-1-1野 村 ピル ない

インド銀行㌧k京支店

千代川区丸の内2-2-3三 菱電機ピル

飯野炭鉱 株式会社

千ftl1|[x.レ↓{t口f2-】-1飯J∫ ピル907

岩崎商?`株 式会社

予代田区丸の内2-6-2八 重州ピル

株式会社 岩崎せい しち商店

千代田区九の内2-4-1ま るピル

インダス トリアルサプライヤーズ 株式会社

千代川区九段北1-:2-29

織 部ペ イン トとこう 株式会社

千代m区 有※町1-11新 有※ピル10

飯川特許'Mts所 飯ll|はるみ

千代川区九の内2-4-1ま るピル752

株式会社 インタ一汁ーシャンシッピングコーポレーシ・ン

千代川区内 車町2∴1-|飯 野ピルない627

UCGに よ る特 発性肥大 性大動脈 弁下狭窄(IHSS)の 診断

吉川純 一 心r.36(3}328-337(1974.3)

心血 管造 影,左 心カテ ーテルで旅 諾 した特 発性肥大性 大動脈 弁下狭窄(IHSS)14例 のUCGを 検討 し,ts

も にほん しよ うにお けるUCGの 診NfOtく 的い ぎにっいて こうさつ をくわえた 。 対照 と して,け ん じよう しや

20名 ならび に左 室負荷疾 患66fPiのUCGを もちいた 。

IllSSに み られるUCG所 見 と しては,(1)異 常伯口 弁収 縮期 前方kSC「h){SAM}.(2}伯 躬】弁 前せん拡

張期 後退 速度の 低下,(3)B-B●tep,(4)大 動 鷲弁収日 期変形,(5)心 霊 中51;の肥 厚,(6}左

室 ない くうの さよ うしよ う化 などがみ とめ られ,こ れ らの所 見はIHSSの けい たい が く的 ならびに機能 的条件

をみ ごとに とらえて いる もの とかん がえ られた 。

V、つぼ うdiastolicseptumc。ntactはIHSSに とってほん しつ 的な所見 とはかんが

え らなか った 。UCGは 良 政の しゆ るいや その 操ti:に よ って,か な りvarietyの ある所 見 がえ られ るも

のの,て きか くなは んだん によ り1}1SSの 診断に と って きわめて有効 な方 法とかんが えられた 。

僧帽 弁狭窄 症診断 に おける心音図 法 と超 音波エ コー法 との比 較-

Ω 田力 世 臨床 心音図3(2)393-398(1973.10)

伯報 弁狭窄 症の 診断上,心 音図 法 と超 缶波エ コー法 は,きt)め てゆ うよ うとしん じられてい る 。 これ ら2法 の

しん らい度 を しるた めに,心 ロ カテ ーテル法 および手術 によ り診断 された伯口弁狭 窄症25'2例 につい て,心 音

関所 兄 と超 ↓了波 エ コー所 見 との比 較 をこころみ た 。

心 音レ!法は,軽 症 において も,て ん けい 的な波形 をていす るものが おお く.泊 症例 におし{ては,し ば しば てんけ

い 的 な所 見 をか くことが ある 。

い つぽ う,エ コー法 では,ご く軽症例 で,て ん けい 的 な波形 を か くこ とが あるが,ち ゆ うとう症 か ら重症 では,

れい がい な く特異 な波形 を・ていす る 。 この ことか ら,心 音 図法 は.む しろ軽痙 例の診断法 と してゆ うよ うで あ

り,エ コー一法は,む しろ1匠症例 の診断 にて き してい るとむ もわれた 。

図 一一4カ ナ 漢 字 変 換 出 力 例

表 一4実 験 結 果

適 用 分 野 登録単語数 同音異義語数 実験デ ータ件数 出現単語数 変換率(%)

電 気 工 学

医 学(内 科)

固有名詞(事 業所名 ・地名)

〃(姓 ・名 ・地 名)

2,964

3,774

11,501

30,771

293

543

2,345

18,269

70

30

1,000

500

1,496

2,412

9,051

3,370

71.3

81.7

91.4

94.2

現 と,変 換テーブルに登録する単語の十分な調査分析が

必要であるとい う結論に達するようである。

2.日 本語情報検索システム

これまでコンピュータを利用した情報検索といえば,

検索結果は英数字あるいはカナ文字でコンピュータか ら

出力提供 されるのが一般的であり,漢 字かな湿 り文で提

供されるのは索引情報を得てか らの原文 コピーにすぎな

か っナこ。しかしなが ら,せ っかく大量なデータベースの

申から利用者の要望する情報が提供 されたとして も,英

数字やカナ文字ばか りで印字された ものでは利用者の理

解度は半減し,し か も価値ある情報を得たとい う満足度

に関しても十分な効果はあげ られないであろう。 このよ

うなことか ら,当 研究では漢字かな洩 りの日本語情報を

扱った検索システムのモデルを開発し,当 システムの実

用性等について検討を行なお うとするものである。

(1)シ ステムの概要

① 漢字ディスプレイ装置を利用 したオンライン会話形

'の シス テ ムで あ る
。

② 検 索 方法 として,会 話 コ マ ン ドの 設 定 お よ び カ タ カ

ナ ・キ ー ワ ー ド入 力 をベ ー ス に し た シ ス テ ムで あ る。

③ 漢 字 デ ー タベ ー ス を ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ(FAC

OM230-75)の 集 団 磁 気 デ ィス ク に持 ち,タ ー ミナ

ル ・コ ン ビ=一 一タ(FACOMU-200)と 通 信 回 線

を 介 し て デ ー タ伝 送 を行 う。

④ 適 用 分 野 に 情 報 処 理 技 術 関 連 文 献 の 検 索 を取 りあ げ

た文 献 検 索 シ ス テ ムで ある。

⑤ 検 索 結 果 は,漢 字 デ ィス プ レ イ表 示 あ るい は漢 字 プ

リン タ出 力 の2と お り可 能 で あ る。

一14一
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(2)シ ス テ ム構 成

この シ ス テ ムを 構成 す る ソ フ トウエ ア体 系 の

概 念 図 を 図一5に,ハ ー ドウエ ア構 成 を 図一6

に示 す。

(野村仙一 ・開 発第二課)

図 一5ソ フ ト ウ エ ア 体 系

,

集 団 磁 気 デ ィ
ス ク・装置

(100Mバ イ ト

/ス ピ ン ドル)

磁気

装置

FACOM230-75

;320KW)

ラ イ ン ・

プ リンタ

テー プ
文取 りせ ん孔装

FACOM

U-200

(32KW)

FACOM,

U-200

(16KW)

漢字

デ ィスプ レ イ

紙テープ

読取 りせ ん孔装 置

図 一6ハ ー ド ウ エ ア 構 成

1 、
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問題解決に しめす積極的な姿勢

一 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク 調 査 団 報 告 一

当財 団 で は,昭 和48年4月 よ り主 と し て実 験 的 要 素 を 持 った コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

JIPNETの 開 発 を開 始 した 。JIPNETも 開 発 を始 め てか ら3年 目 にな り,基 本 的機 能 の 多 く

は今 年度 に終 了 す る見 込 み とな っ て い る。 現 在,世 界 の 各 所 に お い て コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ

ー クが 稼 動 申 ,あ るい は 開 発 中 で あ る。 この よ うな 環 境 に お い て,先 進 的 な コ ン ピ ュ ー タ ・ネ

ッ トワー クの現 状,今 後 の動 向 を調 査 し,JIPNETの 今 後 の た め の資 料 とす る こ とが 今 回 の 調

査 の 目的 で あ っ た。

訪 問 先 は,ア メ リカ,フ ラ ンス,ス ペ イ ンの8機 関,調 査 期 間 は,昭 和50年9月5日 ～9月

27日 の3週 間 で あ った 。 調 査 の 最 後 の1週 間 は,ロ ン ドンに お い て 開 催 されtEurocompの

CommunicationNetworkのConferenceに 参 加 し た。

調 査 先

{1}UniversityofHawaii

{2)RANDCorporation

㈲NationalBureauofStandards

{4)BoltBeranekandNewmanInc.

{5}IBMFrance

{6}InstitutedeRecherched'lnformatiqueetd'Au-

tomatique(IRIA)

(7}Ecolenationalesup6rieured'informatiqueetde

math6matiquesappliqu6es(IMAG)

{8}CompahiaTelefonicaNacionaldeEspafia(CTNE)

研究グループメンバー(敬 称略,順 不同)

伊藤 哲史 ㈱ 日本情報処理開発センター開発部開発

第一課長代理

鍛治 勝三 圃日本情報処理開発センター開発部開発

第一課長代理

後藤 龍男 日本電気㈱情報処理官庁システム

営業本部 システム部主任

下田 正文 日立ソフトウェアエンジニアリング㈱

第一設計部技師

***

1.コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 現 状

1968年 に ア メ リカ 国防 省 のAdvancedResearchPro-

jectAgency(ARPA)が ス ポ ンサ ー とな って 開 発 を 開

始 し たARPAネ ッ トワ ー クが,コ ン ビ=一 夕 ・ネ ッ ト

ワー クに お け る一 つ の 時代 の 区切 りを作 った とい う こ と

が で き る。

す な わ ち

○ 計 算 機 通信 の 手段 と して の パ ケ ッ ト交 換 の実 現

oミ ニ コ ンを ノー ドと した 高速,高 信頼 性 の 通信 手段

の実 現

○ プ ロ セ ス間 通 信 に よ る リソ ー ス共 用 の 一 般 的 な ア プ

ロー チ

○ 階 層 構 造 を持 った プ ロ トコ ル に よ る ネ ッ トワー ク作

成 者 側 か らの標 準 化 手法 の 実現

○ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに お け る標 準 値 の 設 定

等 に 関 して 多 大 の貢 献 を 果 た し,そ れ 以 後 の分 散 形,異

機 種,汎 用 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの よ き手本 とな

った。

この 種 の リ ソー ス シ ェア リ ング ・ネ ッ トワー クが,そ

れ ま で の計 算 機 の結 合(現 在 に お い て も,特 殊 目的 の ネ

ッ トワー クに お い て利 用 され て い る)と 根 本 的 に 異 な る

の は,デ ー タの 収 集 の よ うに前 もって設 定 され た 目標 を

一16- ・
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達 成 す る た め で はな く,ユ ー ザ の 要求

に し たが って,多 数 の コ ン ピ ュー タを

道 具 とし て使 い う るサ ー ビス の提 供 が

可 能 に な って い る こ とで あ る。

ARPAネ ッ トワー クは,種 々の 批

判 を よそ に拡 大 を つづ け,現 在58ノ ー

ド,112台 のHOSTを 有 し て い る。

(1975年7月 現 在)こ の こ とは,作 成

者 側 か らみ た場 合 の ネ ッ トワー クへ の

参 加 の規 格 の 明確 さ と,ユ ー ザ側 か ら

み た場 合 の,サ ー ビス 性 の 拡 大 が 各

HOSTの 利 用 に対 す る操 作 の違 い と

い う障害 よ り も大 きか った こ とを意 味

す る もの で あろ う。

実 際 に,Hawaii大 学 に お い て,

ALOHAか らARPA-netの 呼 び出 し,

RANDに お い て,Multicsへ の結 合,

NASA-AMESのILLIAC-IVへ の ア

ク セス の デ モ ン ス トレ ー シ ョン等 を 見

せ て も らった が,ロ グ ・・fン(LOG

IN)に 少 々 の 時 間 が 余 分 に か か る と思

わ れ るだ けで,太 平洋 を越 え て,あ る

い は ア メ リ カ大 陸 の反 対 側 に あ る コ ン

ピ ュー タを使 用 して い る意 識 は全 く起

こ らなか った。 む し ろ 日本 で サ ー ビ ス

R
E
N
N
E
S

SEF2

1RIS.45

SlcolTIT

terminal

P「oceSSO「

IA

VT

OO

4

ESR
I●

SEFl

IRIS.50 ＼

＼ISSY、 .K19・ ・K
4,8K

19.2K

8K

19.2K

19.2K

IRIAIRIA

/.

8K

ノ

/
CII.1

1RIS.80CCET

IRIS.80

＼

＼

RENNES4.8K

19.2k4
.

IRIA/

9、2K

⑨.4
.8K19.2K

/
IRIA

UBZH

CII・

10070
< 19,2K

l 石piへ

∈eツ
CELA

CII・

10070

48K
・

IRIA
IRIA

4・8K4
.8K

4.

RENOBLE

//
hめ,</w

、.、レ

4.8K

±

CO

IRS80ESER

HP1200
/

/
/

＼

}K
＼

＼

C2

1RS45INSA

T1600

CERT

CII・

10070

/、 蛭/ア
'、

1号2K19・2K

CICT

IRIS.80

/MINE

T1600/

P1200

IMAG

IBM360
/67

GREN

IRIS.80

1
19「2

TOULOUSE

TOULOUSEl
192

1 GRENOBLE

IUT

IRIS.45

CCILS

IRIS.80

○

口

:node

:HOST

して い るTSSの 方 が応 答 が悪 い よ うに感 じ られ た。

ARPAネ ッ トワー ク と,ほ ぼ同 時 期 に英 国 のNational

PhysicalLaboratory(NPL)のComputerScienceDivi-

sionで の 研 究 プ ログ ラ ムの 一 環 として,NPLDataCom-

municationNetworkの 研 究 が 行 われ,パ ケ ッ ト・ス ・f

ッチ ング お よび フ ロー ・コ ン トロー ルの 手 法 な どの 研 究

成 果 を あ げ て い る。 この ネ ッ トワー クは1973年 に 稼 動 を

始 め,12台 のHostと75台 の 端 末 が 結 合 され て い る,典 型

的な イ ン ・ハ ウス ネ ッ トワー クで あ る。

ARPAネ ッ トワー クが成 功 し て以 来,世 界 各 国に お

い て,こ の 種 の もの の 開発,あ るい は計 画 が 多数 発 表 さ

れ て い るが,全 国 的 な 規 模 の 汎 用 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト

ワー ク として は,今 年 度 で第 一 目標 を達 成 す る予 定 の フ

ラン スのCYCLADESだ け で あ ろ う。 この ネ ッ トワー ク

LYON

ロ ー ー －

CYCLADEの ロジ カ ル ・マ ップ

は,政 府 機 関 で あ る情 報 代 表 部 が主 た る ス ポ ンサ ーに な

っ て お り,72年 よ り4カ 年 計 画 で52.5百 万 フ ラ ンの 総 経

費 で進 め られ てい る プ ロジ ェク トで あ る。 この 目的 は,

デー タ ・コ ミュ ニ ケー シ 。 ン,コ ン ピュー タの 相互 会

話,協 同 ジ 。ブの 研 究,分 散形 デー タ ・ベ ー ス の よ うな

多 くの 分 野 の 実験 を,実 際 に運 用 され て い る よ うな環 境

に お い て 行 うもの で あ る。CYCLADESは,6台 の ノー

ド,6台 の ター ミナ ル ・コ ンセ ン トレ一 夕,19台 のHO

STよ り構成 され て い る。

2.調 査結果の概要

JIPNETの 開 発 結 果 お よ び,今 後 の 開 発 予 定 か ら,ぜ

ひ知 りた か っ たの は,次 の4点 で あ る。

ω プ ロ トコル処 理 プ ロ セ スの 作成 方法 と作 成 コス トに

一17一
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つ い て プ ロ

② 分 散 形 デ ー タ ・べ 『『.一…
NCP

－ ス に対 す る研 究 お

よ び そ の成 果1

{3)HOSTを 意 識 しなi

い コ ン ピ ュー タ の利

用 に つ い て の研 究 お

よび そ の成 果

パ ケ ッ ト交 換 網 の実 用 化 に つ い て

グ ラ ム プ ・ グ … サ ・ ズ1エ
⇒ ・メ ン ・

50Kバ イ ト+デ ー タ ・エ リ ア9人 月 簡 単

UserTelnet25～35Kバ イ ト3～4人 月 簡 単

ServerTelnetお よ び15Kバ イ ト6カ 月 困 難
モ ニ タ ・イン タ ー フ ェー ス

　

(注)NCP:NetworkControlProgramで 他HOSTの プ ログ ラ ム と通信 を 可 能 に す るプ ログ ラ ム。

UserTelnet:他HOSTのTSSを 利 用 す るた めの プ ロ グ ラ ム

ServerTelnet:自HOSTのTSSを 他 のHOSTに 利 用 させ るた め の プ1]グ ラム。

〔4}

以上の項 目の調査結果の概要を,そ れぞれについて述

べる。

(1)プ ロ トコ ル処 理 プ ロセ ス の作 成 方 法 と作 成 コ ス ト

に つ い て

JIPNETの 開 発 経験 に よれ ば 当 セ ン ター が持 って い る

3台 のHOSTコ ン ピ ュー タ の基 本 的 な プ ロ トコル(TSS

利 用 プ ロ トコル も含 む)を 開 発 す るに は,基 礎 調 査 も含

め て3つ の 合 計 で20人 年 以 上 の 労 力 を 要 した 。 しか も,

この 作 成 に あた って は,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ か ら の

サ ポ ー トば か りで は な く,一 般 公 開 は され て い な い ドキ

ーメ ン トの入 手 が 必 要 で あ った 。 この よ うな ドキ ュ メ ン

トは 一般 的 に い って,通 常 の ユ ー ザ に わ か るよ うに書 か

れ て い るわ け で な く,か な り内容 の よ くわ か った人 が全

体 的 な見 地 か ら読 ま な い と全 く理 解 で きな い の が普 通 で

あ る。 一 方 に お い て メー カに対 し コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト
ロ

ワー クを指 向 し た機 能 を各OSの 標 準 機 能 とし て用 意 し

て ほ しい とい う要 望 が ネ ッ トワー ク関係 者 か らで て い る

が,外 国 に お い て は どの よ うな現 状 で あ るか に つ い て も

興 味 が あ った。

RANDに お い て,基 本 の プ ロ トコル 処理 プ ロセ ス の

開 発 に要 し た工 数 は 上 の 表 の とお りで あ る。RANDの

コ ン ピ ュー タはIBM370/158で あ るが,こ れ の基 本 プ

ロ トコ ル処 理 プ ロセ スの 開発 に要 した の は,約18人 月 で

あ る。

ARPAネ ッ トワー クの サ ブ ネ ッ トを 開発 しiBBN}C

お い て 聞 い た と ころ に よ る と,こ れ らの プ ロ セス を 作 成

す るた めに 要 す る工 数 は,6人 月 な い し24人 月 で あ る と

い う こ とで あ った。

この 数 字 の 幅 は,OSに お い て プ ログ ラ ム間 通 信 を サ

ー ビス して い るか ど うか に よ る とい う説 明 で あ った。

IBMの 場 合 は,プ ロ グ ラ ム間 通 信 を 許 して い な い の

で,工 数 が か か る方 の 部 類 に 属 して い る。しか しRAND

に お い ては,IBM360の 時代 に 同 様 の もの を 開 発 して

い るの で,か な りの 経 験 を持 って い た とい え る で あ ろ

う。

Hawaii大 学 に お い て も,同 じ よ うな もの をIBM360/

65で 開 発 して い るが,こ れ の 開 発 者 が,大 学 院 の 学 生 で

あ った こと,こ れ を 作 成 す るた め の 資 料 の 入 手 は,大 学

の 生 協 で 売 って い る とい う返 答 に は,た だ 驚 くだ けで あ

った。

要 す るに,ネ ッ トワー クの プ ロ トコル を 処 理 す る プ ロ

セ ス を 開 発 し よ うとす るな らば,ま ずOSに 関 す る十 分

な ドキ ュ メ ン トが 必 要 で あ る。 次 に,こ れ を 読 み こな せ

るだ け の基 礎 知 識 を持 った 者 に よ って の み プ ロ グ ラ ムを

作 る こ とが で き る。 この 作 成 は 頭 数 の 問題 で は な く,優

秀 な 要 員 と,十 分 な 期 間 で あ る。 経 験 の 少 な い 者 の よせ

集 め と短 い 期 間 で は よい プ ロ グ ラ ムを 作 るの は 不 可 能 で

あ る。 また メー カに は,現 在 の と ころ 標 準 シス テ ム と し

て ネ ッ トワー トをサ ポー トす る動 きは ない とい うこ とが

で き る。

(2)分 散 形 デ ー タ ・ベ ー ス

分 散 形 デ ー タ ・ベ ー ス は,い ろ い ろ な ネ ッ トワー クに

お い て興 味 が持 た れ るア プ リ ケ ー シ ョンで あ る。 しか

し なが ら,現 在 の と ころ ま だ イ ン プ リメ ン テー シ ョンに

は至 って い な い。 この理 由は,い と も単 純 で あ る。 す な

わ ち,単 一 の コ ン ピ ュー タの デ ー タ ・ベ ー スに お い て さ

え,複 数 個 の プ ロセ スが 同一 の デ ー タ ・ベ ー ス に ア クセ

スす る場 合 に,デ ッ ド ・ロ ッ ク,汚 染 な どの 問題 を 完全

に 解 決 し終 って い な い の に,問 題 点 を よ り複雑 に し た異
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機 種 間 の 分 散 形 の デ ー タ ・ベ ー ス にお い て は,解 決 で き

な いの が あ た り前 で あ るか らで あ る。

現 在 と られ て い る ア プ ロー チ は,リ モ ー ト ・フ ァイ ル

の ア クセ ス を実 現 す る もの と,分 散 し た デ ー タ ・ベ ー ス

に対 し て,そ れ を ア クセ ス す るプ ロブ レ ム ・プ ログ ラ ム

に対 す るコ ネ クシ 。ンを,ち ょ う ど他HOSTのTSSを

利 用 し よ う とす るの と同 じ方 法 で サ ー ビ スす る もの,デ

ー タ そ の もの は,分 散 し てお い て あ るが,そ れ に対 す る

コ ン トロー ルは 集 中 し て行 う もの の3つ の 方 式 が あ る。

CYCLADESの 作 成 者 の一 人 で あ るZimmerma皿 氏

に よれ ば,CYCLADESに お い て は,現 在SOCRATES

とい うシ ス テ ム を 開 発 し て い る。 これ は コ ン トロー ル を

集 中 し て行 う方 式 を と って い る。 将 来 は デ ー タ ・ベ ー

ス,コ ン トロー ル の い ず れ も分 散 し て行 な う方 向 を考 え

て い るが,現 在 の方 法 は,将 来 に向 っての 一 つ の ス テ ッ

プ で あ り,そ こへ 到 達 す るの に はか な りの 時間 が必 要 で

あ ろ うとい うこ とで あ った。

(3)HOSTを 意 識 しな い 利用

ARPAネ ッ トワー ク に結 合 され て い るPDP-10は 約23

台 あ るが,こ れ に,BBNで 開発 し た ハ ー ドウ ェア を つ

け る ことに よ っ て,TENEXと い うモ ニ タが 働 く。 この

TENEXの 下 で,RSEXECと い うシ ス テ ム を開 発 しt

とい う報 告 が され て い る。 これ は,同 一 機 種 の 下 に お け

る フ ァイ ル の分 散,実 行HOSTを 意 識 させ な い こ とに

お い て,ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 分 野 にお け る

大 きな 前 進 とい う こ とが で き る。

この よ うな利 用 を,異 機 種 コン ピ ュー タ に ま で ひ ろ げ

よ う とす る努力 は各 種 あ る。 これ に は二 つ の ア プ ロー チ

が あ る。 一 つ は ユ ー ザ の ネ ッ トワー クに対 す る利 用 方 式

を 同一 に す る こ とに よ って,ど の コ ン ピ ュー タ に で も,

同 じ方 式 で ア クセ ス す る方法 を サ ー ビス す る もの,も う

一 つ は
,プ ログ ラ ムに ポ ー タ ビ リテ ィ(ど の コ ン ピ ュー

タへ もって い って も実 行 で き る)を 持 た せ る よ う に し

て,プ ログ ラ ムを ど こで で も実 行 で き る方 式 を サ ー ビス

し よ うとす る もの で あ る。 前者 はNBSのNAMが そ の

例 で あ ろ う。NAMは,ネ ッ トワー ク とn-一 ザ 端末 の あ

い だ に,PDP-11と い う ミニ コ ンを入 れ て この ミニ コ

ンが,ネ ッ トワー クの 各HOSTのTSSコ マ ン ドを解

釈 して,ユ ー ザ に 対 して は,標 準 的 な 方 式 で 各 種 のTS

Sに ア プ ロー チ で きる よ うに す る もの で あ る。

後 者 は,Grenoble大 学 でCYCLADESの 一 環 とし て

研 究 され て い る もの で,そ れ ぞ れ のHOSTに お い て は,

中 間 言 語 を イ ン ター プ リー トす るIGORと い うシ ス テ ム

を 用 意 して お く。 これ に よ って すべ て の コ ン ピ ュー タ に

お い て 実 行 可 能 に す る こ とが で き るの で,こ の プ ログ ラ

ムを 適 当 なHOSTに 実 行 させ る こ とが可 能 で あ る。 い

ず れ の 方法 に して も,研 究 的 な 意 味 か らは興 味 は あ る

が,実 用 化 に 至 る ま で の 道 の りは遠 い とい う感 じが す

る。

(4)パ ケ ッ ト交 換 網 の 実 用 化 に つ い て

ARPAネ ッ トワー クにお け るパ ケ ッ ト交 換 の 利 用 は,

新 規 の 業 種 と してTELENETな どの パ ケ ッ ト交 換 網 の

サ ー ビス 会 社 を 生 む き っか け とな り,ヨ ー ロ ッパ 各 地 に

お い て も,わ が 国 の 電 電 公 社 に あた る と ころ で,パ ケ ッ

ト網 の 実 験 が 各 種 行 な わ れ て い る。 この 動 きは,パ ケ ッ

ト交 換 は サ ー ビス会 社 か らみ た場 合 に十 分 ペ イす る こ と

を 意 味 して い るが,そ の 実 態 に つ い て も う少 し知 る必 要

が あ る。

ス ペ イ ンのC.T.N.E.に お い て は1971年 以 来,パ

ケ ッ ト交 換 をサ ー ビ ス して い るの で こ こ を訪 問 した。

C.T.N.E.の パ ケ ッ ト交 換 網 は,主 と して大 手銀 行 が

各 社 ご とに,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー ク を作 り上 げ る こ

との 重 複 に よ る ムダ を と りの ぞ くこ とが 発 端 とな って 開

発 を 始 め た もの で あ る。 この 政策 的 な 意 図 が 正 しか った

こ とは,現 在,各 国 に お い て パ ケ ッ ト交 換 網 が 開 発 され

て い る こ とか ら も明 らか で あ る。C.T.N.E.の この網

は1974年 か ら黒 字 に転 じた とい う こ とで あ る。

お わ り に

今 回 の調 査 で 身 に し み て感 じた こ とは,コ ン ピ ュー タ

・ネ ッ トワー クに 関 す る限 りに お い て は,日 米 の 差 は歴

然 と して い る こ とで あ る。 これ は,コ ン ピュー タ ・メー

カ,ネ ッ トワー クを 作 ろ うとす るユ ー ザ の い ず れ の 側 に

対 して もい う こ とが で きる。

(伊 藤 哲 史 ・開発 一 課)

一19一
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MISに おける経営科学手法導入 の実際

一経 営 情 報 調 査 よ り一

企業が指向す る経 営情 報システム(MIS)に おいて,経 営計画策定の ための システム化 と

して,具 体的には,計 画プ ロセスの分析,計 画データベ ースの構築,経 営科学手法の導入な ど

が研究開発 され る必要 があ る。当財 団では,経 営情報 調査の一環 として,昨 年度,主 要企業 に

おけ る経 営科 学手法 導入の実 態をアンケー トおよび面接等の方法 によ り調査 し,経 営情報調査

報告書(W)と して取 りま とめた。以下 に概要 を紹介 す る。 ぴ

1.は じめに

このところ,経 営科学(マ ネージメントサイエンス,

以下MSと 略す)に 対する関心が高まってきている。

経営科学については,昭 和30年代後から40年代初期に

かけて識者の間で盛んに研究が行われ,先 進的な企業に

おいて組織的な活動が着手されたが,大 方の企業におけ

るコンピュータ利用の方向は,オ ペレーシ。ナル段階の

システム化に主力がおかれていた。

ここにきて,MSに 対する関心が高まってきた背景に

は次のような事情があるもの と思われる。

(1)企 業経営からのニーズ

昨今のように,企 業の競争条件が内外ともに激烈化す

る一方,市 場構造の変化,技 術革新,商 品の多様化など

によって,企 業の行動パターンが複雑化 して くればくる

ほど,個 々の企業がよ り的確な予測 と機敏な行動 とを要

求 されるようにな ってくるのは当然のことである。

そこで,各 種の設備投資時期の決定,生 産,販 売,マ

ーケティング,人 事管理などへのMSな いしはOR手 法

の導入によって,よ り質の高い合理的な意思決定がで き

るとすれば,そ の効果は測 りしれない ものがあるといっ

て もよい。今後の企業行動にとっては,従 来のように単

に経験と勘だけでな く,科 学的な分析手法に裏づけられ

た強 力 な マ ネ ジ メ ン ト ・ツ ー ル が 必 要 不可 欠 の武 器 とな

って くるの で あ る。

(2)MS手 法の発達

第2の 理由に,MS手 法の急速な発達があげられる。

当初第2次 大戦中の作戦行動の武器 として誕 生 しt

ORが,最 近はMSと して社会科学や経営の分野にまで

発展しつつあるのは,大 学,研 究所,政 府,企 業な どの

各レベルにおける多彩な数学的,統 計的各種解析手法の

発達に大 きくあずかっている。

すなわち,従 来はとうてい数量化の対象にな りえなか

っtcよ うな現象 も,各 種MS手 法の発達によって,今 日

では十分計量的な分析の姐上に も上がるようになってき

た ことがあげ られよう。その結果,ハ ーバー ド・サイモ

ンのいわゆるプログラム ド・デシジ ョン・メー キ ン グ

(定型的意思決定)シ ステムか ら,ノ ン・プログラムド

・デシジ。ン ・メーキング(非 定型的意思決定)シ ステ

ムの分野にまで,急 速にMSの 適用業務が拡大 しっつあ

るのである。

(3)コ ンピュータ関連諸技術の発達

第3に は,コ ンピュータ関連諸技術の進歩があげられ

よう。すなわち,記 憶容量や演算ス ピー ド,タ イム・シ

ェア リング ・システムなどの発達によって,従 来手計算

一20一
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で は何 ヵ月 もか か って と うて い 実 用化 す る こ との で きな

か っナこよ うな 計 算 も,数 分 な い し数十 秒 で処 理 可 能 に な

って い る。

(4)企 業 側 の 受 入 条 件 の 成 熟

第4に は,以 上 の よ うな コ ン ピュー タ側 の 諸 条 件 が 整

った と して も,企 業 では,MSだ けの た め に 高 価 な コ ン

ピュー タを 設 置 す る こ とは と うて い 考 え られ な い で あろ

う。 や は り当初 は,事 務 の 合 理 化,生 産 管 理,販 売 管 理

な どで 採 算 性 を み た しな が ら,コ ン ピュー タの 導 入 に ふ

み きっ てい くの が む し ろ通 常 の ケ ー スだ とい っ て も よ

い 。 その 意 味 で,わ が 国 の平 均 的 な コ ン ピ ュー タの 利 用

水 準 が,十 数 年 の 歴 史 を経 て,よ うや く本 格 的 に計 算 ・

集 計 業 務 か ら さ らに進 ん で解 析,予 測,計 画 業 務 に取 り

組 め る よ うな 体 制 にな って きたの だ とい うこ とが で きよ

う。

この よ うな こ とか ら,ア メ リカに 遅 れ る こ と数 年 後 で

は あ るが,わ が 国の 企 業 にお い て も一 部 の 進 ん だ 企 業 で

は,MSやORの 専 門 家 を養 成 し,企 業 に よ って は 専 門

の 部 課 を編 成 し て経 営 上 の意 思 決 定 に 実 戦 的 な 役 割 りを

果 た す よ うにな って い る。

2.ア ンケ ーー卜調 査結 果の概 要

(1)導 入 状況

企 業 経 営 を行 な う上 で,経 営 科 学 的 手 法(Management

Science,OperationsResearch,IndustrialEngineering)

を導 入 活 用 し,外 部 環 境 の 予 測,経 営 計 画 の立 案 そ して

経 営 分 析 な ど を専 門 に行 な っ てい る部 門 あ るい は ス タ ッ

フが 確 立 し てい るか 否 か を調 査 し た結 果 を ま とめ た もの

表1経 営科学担当部門の確立・未確立および

確立の場合の組織形態

組 織 形 態 回 答 企 業 数

①縦 部門集中方式137社(36.6%) 、

101社
〉(49

.3%)

ノ

②分散方式1・9社(1・ ・%)

③混合方式1・ 社(・ ・%)

④ その他(・D・ 部門兼務)|37社(3a6%)

⑤ その他(未 確立)104社(50.7%)

合 計12・5社(1・ ・%)

が表一1で ある。

まず回答企業は,205社 を数え,そ の うち,何 らかの

形でMSの 活用をはかっていると回答 した企業は,101

社に達し,全 体の50%弱 となっている。MSが 比較的新

しい領域であることを考えれば,か な り普及している方

ではないかと思われる。

経営科学の有効性を論議するためには,そ の中身が問

題になるが,そ の前に経営科学を専門に行な っている部

門が どういう形で存在しているかみる必要がある。 とい

うのは経営科学を推進する部門の位置付けによって扱 う

問題の種類と性質 さらに情報網や企業内での活動の範囲

がきまってくるか らである。

一般には本社ではスタッフ部門,工 場では管理部門が

多いとされるが,通 常,集 中型か分散型かという形でこ

の組織上の位置付けは議論 されることが多い。機能的連

結度の高い業種では集中型が望ましく各事業部が独立企

業体なみに大 きく,か つそれらの機能が独立していると

ころでは,分 散型の方がよ り効を奏するであろうといわ

れている。その点から見ると特定部門集中型は,37社,

EDP部 門業務を含めると74社で,73.2%に 達 し,分

散型19社(18.8%),混 合方式8社(8%)と な ってい

る。

(2)設 立 時 期

日本 で の経 営 科 学 の萌 芽 は戦 後 にLP,PERT,シ

ミュ レー シ 。ンで代 表 され るORの 手法 が紹 介 され た 時

期 に ま で さか の ぼ る こ とが で き る。

こ よ うな背 景 を ふ ま え て,図 一1に 示 す今 回の ア ン ケ

企

業

数

一21一

(社)

S.29以 前S.30～S.35-一.40～S.45～ 年

S.34S.39S.44S.49

図一1設 立時期別企業数
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表 一2設 立 時 期 に つ い て(組 織形態別)

、＼
＼、 組織 形態 ①特定部門

設立時期 〉 一 一_ ＼ 集中方式

②
分散方式

③
混合方式

④ その他
(EDP部 門兼務)

合 計

1)昭 和29年 以前

2)昭 和30年 ～34年

1社

3

・)昭 和35年 一39⇒ ・

0社

1

1社

11

0社 2社

0 5

3 2 0 11

・)昭 和・・年一44⇒ ・ 5 2 1 15

5)昭 和45年 ～49年 20 5 2 4 31

6)無 記 入 0 5 0 32 37

合 †∋
ロ

37 19 8 37 101

表 一3意 思 決 定 に 際 し て の 役 割

1)自 ら意思決定に直
接参加す る。

2)MS(ま たはOR)
手法 を通 じ意思決 定
をサ ポー トす る。

①特定部門 ② ③ ④その他
集中方式 分散方式 混合方式(EDP部 門兼務)

計

3 0 0 0 3

32 18 8 31 89

3)そ の 他 ・{ 1 0 3 6

無 回 答[ 0 0 0 3 3

合 計 37 19 8 37 101

一 トの結果を眺めてみると,昭 和30年 の代前半迄の雌伏

期間がすぎると急激にふえ出しており,日 本の経済成長

の推移 とマッチしているようすが うかがわれる。

表一2は 設立時期を組織形態別にみたものである。

(3)意 思決定に際しての役割

経営科学の担当者が意思決定に際して,ど のように貢

献しているかがアンケー トの設問にあるが,そ の前に成

功するための要因は何であろ うかとい う事を少 し考えて

みたい。

一般に成功要因としては次の4つ があげられる。

ω トップマネジメントの理解

② 経営科学担当者の能力

(3)企 業全体での経営科学に対する理解

{4)デ ータの信頼性

上述の3つ の要因 とはずい分趣を異にするものである

が,デ ータの信頼性は極めて大切な ことである。いかに

トップの理解があろうとも,い かに立派なモデルを設計

しようとも,い かに社会的に受入れ体制が出来ていよう

とも,も とになるデータが不備であるとすべてが水泡に

帰す ことになる。

これ ら4つ の要因が うまく反応しあうと,経 営科学は

企業活動において極めて重要な位置を占めるであろ う。

表一3は 「経営科学(MS,OR)部 門は意思決定に

際しどのような役割を担ってお りますか」に対する答を

集計したもので,回 答は3つ にわかれている。

その結果は90%の 高比率で意思決定をサポー トすると

なっている。またこの結果は組織形態別にみて もかわ ら

ない。

その他この表か らうかがえる特徴としては特定集中部

門方式で,「 自ら意思決定に直接参加する」 と答えてい

る会社が3社 あることである。

米国とは異なる独特の経営風土を もつ日本において,

すでに意思決定に直接にMS部 門が参加していることは

注目に値する。

(4)ス タッフの構成

MS部 門のスタッフの学歴は高度な数学を習得する必

一22-・
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表一4ス タ ッフの学歴(全 体)

学 歴 人 数 比 率

91063.3

936.5

40228.0

、1

大 学 卒 以 上 ,

短 大 ・高 専 卒

高 卒

各種学校その他 32 2.2

合 †言
口 1,437人100.0%

表一5ス タ ッフの専攻分野(8学 部)

2

3・

4

D叉 皐
バら二r㌢

づ トエエ

以 専

一1:卒

図 一2ス タ ッフの 学 歴(組 織 形 態 別)

専 攻 分 野 人 剰 比 率

経 営 工 学 系

こ とが 多 い。

!
0

ワ001

に

U

-

⊥

2.7

2.0

旦

数
ラ

]

一

技

術

系

205 22.7

学 系

その 地理 工学 系

118 13.0

249 27.5

計 学(商学)}69 7.6

経 済 学 174 19.2

事

務

系ー

'
.l

l

曾

ー

法 学 65 7.2

心 理 学 2 0.2

そ の 他 文 科 系 23 2.6

,合 計19・5ぺ1・ α・%

要があったり,企 業経営を高次元でみた りしなければな

らないので比較的高い と考えられる。表一4に 示すとお

り大学卒以上が63.3%と 高い比率を占めている。

米国では大学卒以上の占める比率は95.1%も あ り,大

学院卒(博 士,修 士)の 割合と日本の大学卒の割合が匹

敵する感 じである。

大学卒以上について,そ のバックグラウン ドを知るこ

とはMSの 性格を知るのに有効である。

MSは かな りインターディシプリナリーな面をもって

いるため,事 務系,技 術系の寄 り合い所帯 とな っている

3.3

2.2

そ種
の 学:

他 校

今回のアンケー トをみると表一5に 示すようにほぼ技

術系が6割 で残 り4割 が事務系となっている。

事務 ・技術の両方の出身者がいないとMS部 門は うま

く活動できないため,各 社とも多岐にわたる分野から人

を集めていることが如実にあらわれている。

(5)開 発 利 用 状況

開 発利 用 状 況 は 経 営 科 学 手 法 を導 入 し た プ ロジ ェク ト

が 開 発,利 用 とい うフ ェイ スの ど こに現 在 あ るか を示 す

もの で,各 プ ロジ ェク トご とに 「開 発 済 利 用 」,「レベ ル

ア ップ中 」,「開 発 中」,「1年 以 内 開 発 予 定」,「主 に 外 部

パ ッケー ジ」 の どれ か に 回 答 を 求 め る とい う形 で 調査 を

行 っ た。

これ に よ る と約6割 が利 用 の フ ェイ ス に あ り,約3割

が 自社 で レベ ル ア ップ,開 発 中,1年 以 内 開発 予 定 の フ

ェイ ス に あ る こ とが わ か る。 これか らみ る と,既 にMS

とし て利 用 され蓄 積 され て い る もの と現 在 蓄 積 を図 って

い る もの の此 は約2:1で あ り,開 発 途 中 の もの の 数 は

多 い とい え よ う。 これ はMS手 法 の 導 入 が 始 ま っ て 日が

浅 い こ とを もの 語 る とい え よ うQし か し な が ら,こ の

表一6開 発 利 用 状 況

＼

プ ロジェク ト数

一 社 平 均

%

開 発 状 況

開 発 済
レ ベ ル

ア ッ プ 申 開 発 中 1年 以 内
開発 予 定

主 に 外 部
パ ッケ ージ 計

5851921・4 751124 980

・79{・9111・ ・31・74・231…

59.7 9.・1 10.6 7.7 12.6 100.0

一23一
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表一7開 発 利 用 状 況 ク ロ ス 表

業 務分 類

境

発

画

画

画

画

嚢

育

析

理

環

開

計

計

計

計

需

数

分

部

究

営

務

産

備

売

事

業

外

研

経

財

主

設

販

人

企

管

開 発 済

8

9

6

3

0

4

1

8

6

0

6

2

3

5

5

4

4

1

4

1

1

中発開ル
中

ベ
プ

レ
ブ

2

5

4

6

8

6

9

9

5

8

1

1

1

8

5

0

5

0

9

1

9

2

5

1

∩
乙

1

2

1年 以 内
開 発 予 定

外 部
パ ッケ ー ジ

7

1

9

7

7

3

1

5

3

2

1

2

7

5

1

6

1

0

1

0

3

0

2

1

1

1

3

1

1

『∨言
口

132

25

190

57

86

82

233

81

29

65

卜言
口 5851

　
921 104 75 124 980i

|

状況は単純に各社に引き直せない。調査票の

回答が約3割,そ の内MSに 関して未確立な

ものが約5割 の状況においてはMSが これか

らも浸透してい くとすれば トータルな数字で

は開発フェイスにあるものの比重はこの意味

で も当分大きいといえよう。

一社平均の数は各社の状況が異るので絶対

的意味は持ちにくいが,現 在の指標 として眺

めると全 プロジェク トで,9.7,開 発済が5.8

で一社平均約6個 の利用中のパッケージがあ

る。

適用業務別の開発状況をみると表一7の と

お りである。

次に開発利用状況 とMS担 当組織の形態の

関連についてみると表一8の とお りである。

これ らの状況か ら開発済利用プロジェクト

に限ると,ス タッフの集中方式が大 きなウェ

イ トを占め,こ の方式が先発企業に多いこと

を示している。また,1人 あtり の生産性で

は圧倒的に集中方式が高い数字を 示 し て い

表一8開 発 利 用 状 況

＼ 一…
_集 肪 式1分 散方司 混合方式 そ の 他

プ ロ ジ ェ ク ト数 398 215 118 249

〃(1社 平均) 10.8 11.3 14.8 6.7

〃(1人 あた り) 1.21 0.49 0.90 1.12

開発済(1社 平均) 7.7 6.3 7.9 3.0

〃(1人 あた り) 0.70 0.15 0.25 0.36

企 業 数37社119社1・ 社 ・・社

表 一9手 法 一 覧 表

主 な 手 法 利 用 数 百分率(%)

計 量 経 済 学1

産 業 連 関 論 543 36.7

時 系 列 分 析.

数 理 計 画 法

ネ ッ ト ワ ー ク 228 15.4

ゲ ー ム ・決 定 理 論

モ デ リン グ(シ ミュ レ ー シ ョン) 257 17.4

多 変 量 解 析

社 会 調 査 404 27.3

そ の 他

確 率 ・確 率 過 程 48 3.2

計 L48・11帆 ・

る。適用業務 との関連でも,相 対的に,ス タッフの集中

方式は 「外部環境」,「経営計画」,「生産計画」,「企業分

析」 が多く,逆 に分散方式では 「財務計画」,「生産計

画」,「販売 ・需要予測」が多 く,両 者はおのずか ら要求

されている質的内容が異な り,一 般に集中方式の方が全

社的視野に立 っていることがうかがわれる。また集中方

式の設立年度別の統計を見ても当初分散方式か ら次第に

集中方式として再編 されていく傾向が推察で きる。

(6)適 用手法

適用手法の調査の目標は どういった適用業務にどうい

った手法が使われているかを調査することにより,実 際

のMSの 実務においてどういった手法が使わ れ て い る

か,定 着 しているか,注 目されているかを調べることに

一24一
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表一口 適 用 業 務 別 手 法 一 覧 表

「 一}…

適用業務
利用手法 計 量 産 業 数 理 ネッ ト ゲ ーム と

経 済 連 関 計 画 ワー ク 決 定理 論
1 1 1一'一 一一 ・一 ・

外 部 環 境 80 31 2 1 0 9 36 13 0 5 3

研 究 開 発 1 0 0 5 0 6 3 0 0 2 13

経 営 計 画 48 14 26 2 0 40 48 56 8 0 1

財 務 計 画 6 4 3 0 0 7 13 1 0 0 1

生 産 計 画 2 3 58 1 0 21 3 1 2 0 2

設 備 計 画 3 0 27 6 1 66 3 0 5 0 1

販 売 ・ 需 要 42 6 27 4 0 28 78 98 6 55 0

人 事 ・ 教 育 8 0 3 0 2 26 3 17 8 1 5

企 業 分 析 8 2 0 0 1 1 2 30 1 0 1

管 理 6 0 0 20 0 4 5 8 2 9 0
1

計1・ ・41・ ・{146 39{4234119422413278127

ある。

全体的にみると,現 在の日本の企業におけるMS部 門

の状況は,全 社的視野に立 って,組 織的には集中化,適

用分野では 「経営計画」,「外部環境」の重視 とい った形

で現われているところが多い。 これは一方では数理計画

法等による従来からの分野での着実な成果の上に立 って

いるもの と思われる。しかしなが ら,「 多変量解析」等

を新 しいツールとしての適用業務の拡大は,現 在まだ進

行中で,そ の成果は現状ではまだ十分 とはいい難 く,今

後の発展が期待 される分野である。

3.面 接調査結果の概要

調査対象企業でのコンピュータによるMS導 入の開始

はほとんどの企業において,昭 和36年 頃か ら40年代の始

めである。

一部の企業においてはコンピュータの導入以前か らオ

ペレーショナルな管理業務にMS的 アプローチを試みて

お り,そ の発展的段階としてコンピュータ化ヘスムーズ

に移行したところ もある。

MS導 入の初期の段階は作業設定や標準設定な どの生

産向上とコス ト切下げを目的 としたオペレーシ 。ナルな

業務の合理化や管理などへの適用が主体である。

この過程を経てMS要 員(ス タッフ)の 養成やMSに

対する社内の理解者を広げなが ら徐 々に全体的な計画レ

ベルの適用が行なわれてきている。

そして現在 これ らの企業において は あ るゆる部門に

MSの 導入がはか られ,MSが 企業活動の一道具として

γ7
羽

系時

分

リ

ク

デモ

ン
他のぞ会

査
社
調

と
程轟確

確
量
析

変多
解

深 く浸透しつつある。

トップ層のMSへ の理解 ・評価は想像以上に高 く,と

くに二,三 の企業では社長 自身がMS導 入のための基礎

の確立や提案を行なっているところもある。

今回の調査において数社の企業で トップ層の方々と面

談する機会を得たがMSに 対する理解 ・知識 と適用への

積極さ・熱意は相当なものであった。

MSの 導入が始められた主な理由として以下の3つ が

上げ られるようである。

ω 社長を始めとする トップ層が広 く専門の大学教授

等の意見,助 言を聞いて導入の提案をする。

(2)ト ップ層がMS(ま たはOR)の 知識を有してい

た り,コ ンピュータ部門を経験してお り,コ ンピュ

ータの利用拡張へ積極的である。

(3}社 内にMS(まttはOR)の 専門家を有 し て お

り,こ れらの人達の導入への努力による トップ層の

理解。

MSグ ループの所属する部課は企業により多様である

が主としてコンピュータ部門の一部課 とか企画 ・調査部

門に多く,最 近,一 般のEDP部 門 とは分離 される傾向

にある。

これらのスタッフの数は少ないところで3～4名,多

いところで20数名 というように企業によってかな りの差

がある。

スタッフはほとん ど大学過程修了であり,幅 広い専攻

分野の人を揃える方向のようである。

主な専攻は管理工学,工 業経営,(応 用)数 学,(計

一25一
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量)経 済学などが多い。 このようにこれらの企業におい

てはMSグ ループへの投資も大 きく,彼 等への期待は大

きい。

とくにこれ らのスタッフに対していろいろなユーザー

部門の多種多様なニーズに応えられるような幅広い専門

的知識が要求 されている。

スタッフは入社してす ぐMSグ ループへ投入するより

も少な くとも一年程度は実務を経験した方が望ましいと

の意見 もあったが,こ の ことはMSグ ループが企業ニー

ズから遊離しないためにも必要な ことであろう。

またMSの 全社的普及のためにはMSス タッフのユー

ザー部門への転配が有効であるが,人 材(要 員)の 不足

か ら実現が難しく,今 後要員の養成が急務であるとの指

摘があった。しかし要員の養成に関しては社外講習会等

への参加など推進しているが,結 局時間 と労力は大 きい

が実務を通じて地道に養成していかざるを得ないようで

ある。

これ らの問題はあるがMS発 展のための形 態 と して

「MSの 経験者がいろいろなユーザー部門に散 らば り,

ユーザー部門と一体となって,よ り効果的なニーズを追

求し,必 要に応じてプロジェク トを編成 し,迅 速にシス

テム化をはかってい く」 ことが望ましいようである。

これ らの経営計画関連のシステムは,い ずれ も経営戦

略に直結する分野が多いだけに,必 ずしもその内容は明

らかにされず,そ れだけに一部のごく進んだ企業では深

く静かに潜行しつつあることを,見 逃 してはならないで

あろ う。

これ らの調査か ら,今 後,経 営計画面へのコンピュー

タの活用上の問題点としては以下のようなものがあげら

れ る。

(i)デ ー タ収 集 の 困 難 性

(ii)ア ウ トプ ッ トの 難解 さ

(iii)手 軽 に使 用 で きな い な ど

(i)に 関 して は 日常 に お け る地 道 な 収 集 が もちろ ん 必

要 で あ るが,対 策 とし て は 以下 の よ うな もの が考 え られ

る。

・ユ ー ザ ー部 門 の組 織 的 協力 体 制 の確 立

・ユ ー ザ ー部 門へ の 迅 速 か つ 有 効 な情 報 の フ ィー ドバ

ッ ク

・情 報 の一 元 化

・外 部 機 関 デ ー タの 有 効 な利 用

た とえば,政 府 機 関,官 公 庁 等 の マ ク ロ経 済 デ ー タ

や 投 入係 数 表 な ど ま た市 場 調 査 や 世 論 調 査 等 にお け る

調 査 機 関 の 利 用 等 が あ げ られ る。

(ii)に 関 して は コ ン ピュ ー タ ・ア ウ トプ ッ トを トップ

層 な どの 利 用 者 が 直 接 利 用 で きる よ うな 対 策 が 必 要 で あ

ろ う。

す な わ ち文 字 や 数 値 の ら列 だ け で は な く,図 形 表示

や 表 な ど と と もに 漢 字等 を用 い た ア ウ トプ ッ トが 望 ま れ

る。

(iii)に関 し て はTSS化 を はか り,ノ ンEDPの ユ ー

ザ ーが コ ン ピ ュー タ を意 識 しな くて も,シ ス テ ム と会 話

を しな が ら手 軽 に分 析 を進 め てい け る よ うな マ ンー マ シ

ン ・コ ミュニ ケ ー シ 。ン化 へ の対 処 が 望 まれ る。

ま た一 部 の 企 業 にお い ては 目標 とし て デ シ ジ ョン ・ル

ー ムの 構 築 や 自社 内や 業 種 間 等 での コ ン ピュー タ ・ネ ッ

トワー クの 構 築 な どに よ り高 度 な 利 用 へ 挑 戦 し よ う とす

る姿 勢 が うかが え る。(須 賀 慶 一 ・調 査 課)

σ
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提 供 ソ フ トユ ー ザ ・リポー ト

「PRO -TESTユ 」を 利 用 して .

日本発条㈱電算 シス乏ム部

増 一成 治 保

す で にJIPDECジ ャー ナルNo.23で 紹 介 した よ う

に 当財 団 で は オ ン ラ イ ン文 献 検 索 シス テ ムJOLDOR-

llは じ め9種 の ユ ー ザ 向 け ソフ トウ ェ ア を開 発 した 。

この うち プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト ・ジェ ネ レー タで あ る

PRO-TEST1を 使 用 して い る 日本 発 条 鯨 に お け る事

例 を こ こに紹 介 す る。 ・

1.は じ め に

当社 は 資本 金47億,従 業 員3,000人,売 上 高500億/年

で,各 種 の ばね を製 造 ・販 売 して い る,ば ね 専 門 メー カ

で あ る。

当 社 のEDP化 は,昭 和40年 に 事 務 の機 械 化 を 開 始 し

て以 来,約10年 を経 過 して,日 常業 務 の機 械 へ の 置 きか

えが 終 り,近 頃 で は生 産 管 理,原 価 管理,オ ン ライ ンな

ど,比 較 的 高 度 な シ ス テ ムのEDP化 を指 向 して い る,

とい う状 況 で あ る。

そ の 間 緊 要 と され た,シ ス テ ムの 開 発 を最 優 先 して業

務 を 行 って きた た め,シ ス テ ムの 開 発,維 持 の た め の組

織 の あ り方 や,各 作 業 の 標 準 化 ・効 率化 の面 ま で は,問

題 と して 表 面 に現 わ れ て こな か った 。最 近 に な って過 去

を 見 直 す 余裕 が で きて初 め て,こ れ らの こ とが 問題 とし

て,し ば しば と りあ げ られ る よ う。に な り,ぜ ひ改 善 し よ

う とい うこ とに な った の で あ る。 これ ら一 連 の 改 善 作

業 の 一 つ とし て,プ ログ ラ ムを テ ス トす るた めの デー タ

を皇'簡単 に作 る こ とが で き るよ うな,テ ス ト ・デ ー タ ・

ジ ェ ネ レ ー タが,ど こか に な い もの か と探 し て い た と こ

ろ,.(財)日 本 情 報 処 理 開発 セ ン ター で 「PRO-TEST1」

とい うジ ェ ネ レー タを提 供 して もらえ る とい う情 報 を得

づ畿 ミ1鰹∵、
・・1遥 ぼ 想

、

…]
、i.ilT

日本発条(株)本 社

た。

そ の 後,同 財 団 の講 習会 に 出 席 す る な ど,当 ソフ トに

つ い て い ろ い ろ と検 討 を重 ね た 結 果,当 社 で も十 分 に使

用 で きそ うだ とい うこ とで,と に か く一度 使 って み よ う

と決 断 し,借 入 れ を実 施 す る こ と とな った。

こ こで は,PRO-TEST1借 入 れ の動 機,ソ フ トの 概

要,借 入 れ後 の効 果 に つ い て,当 社 にお け る状 況 を紹 介

させ て頂 く。

2.借 入れの動機

当 社 で は 前述 した 改 善 作 業 を,、ま ず 部 内 の 組 織 を改 善

す る こ とか ら始 め,そ して そ の 組 織 を い っ そ う生 か す た

め に,各 作業 の標 準 化,効 率化 へ と展 開 して い っ た。

(1)組 織 の 改善

ま ず組 織 の 改善 で あ るが,こ れ は 従 来 の 縦 割 制 か ら横

割制 へ の 改善 で あ った 。 つ ま り,図 一1の よ うに 開 発 シ

ス テ ム ご とにSE(シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア)と プ ログ ラ

マ ー を 固 定 して しま う方法 か ら,図 一2の よ うにSEは
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チ ー ム ・り一 夕4-→ プ ロ グ ラマ ー

a,b,c,d,e,f,9,h

横 割 組 織

固 定 す るが,プ ログ ラマ ー は チ ー ム ・ リー ダー の も とに

一 括 管 理 され 固 定 した 使 い 方 を しな い とい う方 法 に した

の で あ る。

これ に よ る効 果 は,

① チ ー ム ・リー ダー をチ ェ ック ・マ ン として,プ ロ

グ ラ ム ・ ドキ ュメ ン テー シ 宮ンの ぬ け をな くす 。

② プ ログ ラ マー の 日程 管 理 を 確 実 に 行 い,プ ロ グ ラ

マ ー を フ ル に活 用 で きる。

③ 各 プ ロ グ ラマ ー の レベ ル に 合 った プ ログ ラ ム作 成

で きる。

な どで あ る。

そ し て,こ れ に よ りプ ログ ラ マ ーは フ ロー チ ャー ト作

成 か らデ バ ッグ 完了 ま で を,SEの 援 助 を受 け る こ とな

しに 行 わ な けれ ば な らな くな った た め,テ ス ト ・デ ー タ

を 作 る よい 道 具 が 必 要 に な って きた。

(2)各 作 業 の 標 準 化 ・効率 化

次 に 前述 しtc組 織 の改 善 を一 層 生 か す た め に は,SE,

プ ログ ラマ ー の 各 作業 を効 率 よ く行 う こ とが必 要 に な っ

て きた 。 そ こで,各 作業 の標 準 化,効 率化 を行 った の で

あ る。

これ に は,

① シ ス テ ム設 計 の標 準 化

② プ ログ ラ ム仕 様 作 成 の 標 準 化

③ プ ログ ラ ムの パ ター ン化

④ プ ログ ラ ム ・デ バ ッグ の効 率 化

な どが あ ったが,こ の 中の プ ログ ラム ・デ バ ッグの 効 率

化 を考 え るに 当 り,こ こで テス ト ・デ ー タ作成 の よい道

具 が必 要 とな って きた。

この よ うに い ろ い ろ な 面 か ら,テ ス ト

デ ー タ作 成 の 道 具 が 必 要 で あ る との 要 求

が あ った た め,こ れ に従 来 か らの ソ フ ト

の使 用 を検 討 した。 し か し この場 合

① 制 限 が 多 す ぎて希 望 の デ ー タ が作

りに くい。

② デ ー タ作 成 に手 数 が かか る。

とい った 問題 が あ り,こ れ が効 率化 の ネ

ッ クに な って い た。 この よ うな と きに全

くタ イ ミン グ よ く,同 財 団 の 「PRO-

TEST1」 の 存在 を 知 った の で あ る。 し

か も当 ソ フ トの 特 長 に 「簡 単 な パ ラ メー ター形 式 の コマ

ン ドに よ り,容 易 に 希 望 の テ ス ト・デ ー タが 得 られ ます

… …」 とい うこ とが あげ られ て お り,当 社 の 要 求 に ぴ っ

た り一 致 し て い た の で あ る。

3.PRO-TEST1の 概要

(1)特 長

①9種 の簡単なパラメータ形式のコマン ドにより,

容易に希望のデータが得 られる。

② 発生データの統計的検定情報が得 られる。

③ 既存ファイルを入力することができる。

4.PRO-TEST1利 用 に よ る効 果

σ

当 ソ フ トを利 用 し た効 果 に つ い て は,は っ き り とした

㌶聯 ㌫ 蕊箒も霊:1蕊 ■
わ せ て い な い。 ・

この テこめ,あ ま り詳 細 な 実 績 は お 伝 えで きない が,
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9種 餐頁の 簡 単 な ノぐラ メ タ形 」'tのコ マ ン1

ユ ー ザ ー

プ ロ グ ラ ム

(プ ログラム・テス ト)

○

目Q

・OUTFILE

・INFILE

・ITEM

・SELECT

・CALCUATE

・REPEAT

・GENERATE

・TEST

・END

パ ラ メ ー タ お

よ び エ ラ ー ・

ツ セ ー ジ

L出 ノゾ1Jtイ,し形式の 指定)

(既 存 テ・・クの人力 フ ァイル形 式 の指定l

GiVJデ ータグ)アイテムの 指定)

(既 存デー タか らの抽 出 条件 の指定)

(デー・タへの 算術演 算の指定)

(発 生 デーータへの繰返 しの指定)

(発 生 データ件数 の指定 、

(発 生 デーータへの検定 の指定1

(終 了の指定)

・抽 出 デー タ(既 存 デー タ・フ ァイルからの抽 出)

・演 算 デー タ(演 算結 果 によるデータの 発生)

1発 生データの擬1

◎ 開 発機 種

HITAC8300,8400,8450

FACOM230/25/35BOSIl

図 一3PRO-TEST1の 概 要

少 な く と も当 ソ フ ト借入 れ に よ って プ ログ ラム開 発 期 間

が短 縮 され た こ とは 疑 う余 地 が な い,と い う こ と と,さ

らに は,テ ス ト・デ ー タ作成 とい うネ ックが 解 消 され た

こ とに よ り,各 プ ロ グ ラ マー に 「一 つ の プ ログ ラム を完

成 させ るま で を 一 貫 して 責 任 を もつ」,と い うや る気 を

持 たせ る こ とが で きた ことが な に ご とに も増 し て大 きな

効 果 で あ った,と い う こ とは で きる。

つ ま り,こ れ ま で は テ ス ト ・デ ー タ作成 の よい道 具 が

な か っit:め に,自 分 自身 で テ ス トで きな い で,SEの

援 助 を受 け て テ ス トし て い た ものが,組 織 の改 善 に よ る

「SEと プ ログ ラマ ー の分 離 」と「当 ソ フ トの 借 入 れ」 に よ

り,最 初 か ら最 後 ま で 自分 自身 で で きる よ うにな り,こ

れ に よ って 「や りが い 」 を もたせ る こ とが で きた こと,

そ して これ まで の マ ン ネ リか ら脱 皮 し 「や る気 」 を 起 こ

させ る こ とが 可 能 に な った の で あ るご

とい うわ けで,当 ソ フ トの 借入 れ は,当 社 に と って大

変 有益 で あ った とい うこ とを お伝 え して,当 社 に お け る

利 用 状 況 の 紹 介 に させ て頂 く。
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1海 外 ニ ュース

Xeroxの コ ン ピュー タ製 造 撤 退 と そ の 波 紋

Xeroxの コン ピュータ本体製造事業か らの撤退発表は去 る7月 の ことであ り,そ れ自体 とし

てはホ ッ ト・ニ ュース とい うもので はないが,70年 代に入 ってわずか6年 足 らずの間に超 巨大

企 業が次 々 とIBMの 前 に屈 した とい うことは,コ ンピュー タ事業の難 しさと共にIBMの 巨

大 さを再 認識 させ られ る もので ある。 欧州では欧州連合Unidataが 崩壊 し,仏 一米連合 によ

る対IBM戦 線が形成 されてい るが,こ うした世 界的規模での業界再編 が進 んでい る中で,市

場 シ ェアはわずか とはいえ事務機器界の名門企業のXeroxが 撤退を決 めた ことは,各 方面 に

大 きな影響 を及 ぼしてい る。

■

ー

1.三 たび繰 り返 された悲劇

米 国 コン ピ ュー タ産 業 界 の激 動 期,1970年 代 は70年5

月20日,GE,Honeywell両 社 の コ ン ピ ュー タ部 門の 合

併 で幕 を 上 げ た。GEは これ に よ りコ ン ピ ュー タ本 体 事

業 を放 棄 しtの で あ る。 つ づ い て 翌71年9月17日 に は

RCAが コ ン ピ ュー タ ・ビジ ネ ス か らの撤 退 を表 明,カ

ス トマ ー ・ベ ー スはSperryUnivacが 買取 っtt。 そ し

て 今 年 の7月21日 に はXeroxが 本体 事 業 の放 棄 を 発 表 し

た の で あ る。

Xeroxは74年 の 売 上 げが 約36億 ドル で,Fortune誌 に

よ る米 国 工 鉱 業 企 業 番 付 で は第41位 に ラン ク され る大 企

業 で あ る。 ゼ ログ ラフ ィー の成 功 話 は偉 大 な ビ ジ ネ ス伝

説 の一 つ と化 し,成 長 に次 ぐ成 長 を続 け る同 社 は,数 あ

る企 業 の 申 で も超 優 良 企 業 とし て数 え られ て きた。 豊 富

な 資 金 力 を背 景 とし,SDS(ScientificDataSystems)の

高 い 技術 力 を持 って コ ン ピ ュー タ事 業 に参 入 し たXerox

は,自 他 共 に業 界 ナ ン バ ー2に な り うる と認 じて い た。

このXeroxが なぜ 本 体 事 業 か ら撤 退 しな けれ ばな らな か

っ たの で あろ うか 。

C.ピ ー ター ・マ ツコ ロ ウ会 長 に よれ ば,同 社 の本 体

事 業 は1970年 以 来 ず っ と赤 字 を 計 上 し続 け て きて お り,

80年e'う に損 益 分 岐 点 に達 す るtめ に は,新 シ リー ズ ・

コ ン ピ ュ'一'タの 開 発 の た め に,さ らに1.5億 ～2億 ドル

の 投 資 が 必 要 で あ る とい う。 業 界 観 測 筋 に よれ ば,累 積

赤字総額は12億5,000万 ドルに達するといわれている。

打 ち続 く赤字と将来の見通しの暗さが撤退の理由である

と同会長は語 るのであるが,そ の背景には企業 としての

基本戦略の変更とい う重大な事態がか くされている。

Xeroxは コンビ=・一夕事業が赤字を続 けている間,こ

とあるたびごとに「コンピュータを手放すつもりはない」

と言明して きた。この背景には,基 本戦略 としての 『コ

ンピュータ/複 写機統合システム構想』があった。マツ

コロウ会長はかつて次の ように語 っている。 「われわれ

は巧 くいっているとは思 っていない。しかしわれわれは

もはやこの道を選ぶ より他はないのだ。 もしわれわれが

コンピュータ/複 写機統合システムを開発しなければ,

必ずIBMが それをや ってのけるであろう。そうなれば

われわれは,小 規模なオフィスや ビジネスを対象にした

一介の複写機 メーカーに成 り下が ることになるのだ」

本体事業撤退に踏み切'ったXeroxは この基本戦略をも

放棄したのであろうか。今までの経緯からして計画 自体

の放棄はまず考えられまい。 しかし少 くとも,将 来のオ

フィスの中核をなすであろ うコンピュータ/複 写機統合

システムの実用化はまだかな り先になるであろ うとの認

識に至ったことは想像される。さらに,こ のシステムに

おいてはコンピュータ本体を有することが絶対的な必要

条件ではない との決定が下されたのか もしれない。 コン

ピュータ ・サービスや周辺機器分野における事業は継続

する旨言明していることは,こ の辺の事情を物語 るもの
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で あ ろ う。

2.撤 退 へ の道 程

1969年2月,XeroxはSDS(Scienti丘cDataSystems)

と合 併 に つ い て 一 応 の 合 意 に到 達,5月16日 付 で 普 通 株

の 交 換 とい う形 で 吸 収 合併 が 行 な わ れ た。

SDSは61年 に マ ックス ・パ レフ ス キ ー氏 に よ り創 立

され た会 社 で,科 学 技 術,教 育,タ イ ム シ ェ ア リング な

どの 分 野 で 地 盤 を 固 め て い た。68年 に お け る米 国 で の 市

場 シ ェアは 台 数 比 で2.3%,設 置 金 額 では1.2%を 有 して

い た 。Xeroxが 買 収 した 当 時 のSDSの 売 上 げ 規模 は

約1億 ドル,利 益 も1,000万 ドル前 後 を計 上 し て い た。

SDSは ビジ ネス ・デ ー タ処 理 でIBMと ま っ向 か ら戦

うとい うこ とを避 け,一 部 の特 定分 野 へ 志 向 す る こ とに

よ り,成 功 を納 め る こ とが で きた の で あ る。

しか しXeroxが 目指 した の は,SDSの それ ま での

道 とは 全 く異 な る もの で あ っ た。XDS(XeroxData

Systems)と 改 称 され たXeroxの コ ン ピ ュー タ部 門 が 狙

い を 定 め た の は,SDSが ほ とん ど経 験 と実 績 を 有 せ

ず,さ らに 巨 人IBMが 市 場 を 牛耳 るビ ジ ネ ス ・デー タ

処 理 の分 野 で あ った 。 しか もXeroxは,こ の分 野 でIBM

に次 ぐナ ンバ ー-2の 地 位 と,事 業 開始 初 年 度 か らの 利 益

計上 を も くろ ん だ の で あ る。 そ して 当 のXeroxの 経 営

陣 の コ ン ピ ュー タに対 す る経 験 と知識 は,ほ とん ど皆 無

とい う状 態 で あ った。 こ うした こ とか ら半 ば必 然 的 に 生

じた の は,赤 字 の 累績 と引 続 く組 織 再 編 そ して マ ネジ

メ ン トの交 代 劇 で あ った。

1970年 の初 め にXeroxはIDSL(lsaacDobbsSystems)

社 を 吸収,同 社 を 中核 と したXeroxComputerServices

を設 立 し て コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス市 場 へ も参 入 した 。

前 年 の末 に は ロ ン ドンのRankXerox社 を基 地 と して 欧

州 市 場 に も乗 り出 して お り,Xeroxの コ ン ピ ューータへ の

かか わ りは さ らに深 ま って い った。 そ し て72年4月 に

は,デ ィス ク ・ ドライ ブ等 の周 辺 機 器 メ・一・・カー,Diablo

Systemsを2,900万 ドル相 当 の株 式 を投 じて買 取 っk。

こ うし てxeroxは コ ン ピ ュー タ ・ビ ジ ネ スを 次 々 と

拡 張 して い っ たの で あ るが,そ の収 入 が 全 収 入 に 占 め る

割 合 は 微 々 た る もの で,わ ず か 数 パ ー セ ン トにす ぎな か

った 。 その 一 方 で コ ン ピ ュー タ ・ビ ジ ネ スは 複 写 機 事 業

D
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人
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(100万 ドル)
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図 一1Xeroxの コ ンピ ューータ事 業 によ る収 入 推 移
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に よ る利 益 を食 い荒 し続 け て い た。 コ ン ピ ュー タ ・サ ー

ビス お よ び周 辺 機 器 事 業 は上 向 い て きた とは い え,肝 心

の 本 体 事 業 は 低 迷 す る の み で あ っ た。 しか し前 節 で述 べ

た よ うに,本 体 事 業 は 同社 に とっ て重 大 な コ ン テ ク ス ト

を持 つ もの で あ っ たた め,お い それ と手 を引 く ことは で

きな か っ た。

こ うし た事 態 を打 開 す る た め,Xeroxは72年3月 に は

コ ン ピ ュー タ事 業 と複 写 機 事 業 を統 合,財 政/製 品 計 画,

技 術 開 発 ・製 造,販 売 ・サ ー ビ スを そ れ ぞ れ 担 当 す る3

組 織 を新 設 し7t。 さ らに,74年 に は再 び コ ン ピ ュー タ部

門 をDSD(デ ー タ ・シ ス テ ム ズ事 業 部)と して再 分 離

させ るな ど次 々 とテ コ入 れ策 を行 な った。しか し,Xerox

の 目指 し た ビジ ネ ス ・デ ー タ処 理 市 場 はIBMが 支 配 す

る市 場 で あ り,ま た この 分 野 での 経 験 の な い 経 営 陣 が 立

て た 見 通 しは 楽 観 的 す ぎた 。 そ して 最 終 決 定 に至 った の

で あ る。

コ ン ピ ュー タ本 体 を抜 い たXeroxは 「一 介 の 複 写 機

メー カー 」 に な りさが らな い た め に,今 後 どの よ うな 基

本 戦 略 を と って ゆ くの で あろ うか 。 将 来 の オ フ ィス市 場

を制 す る た め,IBMを 始 めBurroughsやUnivacも 総

合 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 青 写 真 を描 い て い る。

大 型 機 本 体 を 持 つ これ ら企 業 とは異 な り,Xeroxは ミー=

・コ ン ピ ュー タ,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タな どを 中心 と

した 分 散 処 理 型 の オ フ ィス ・プ ロセ ッシ ン グ ・シ ス テ ム

の 方 向 を と らざ る を得 な くな る とみ られ る。す で にCAI
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図 一2売 上 げ ・純 益 推 移

(ド ル)

(ComputerAutomationInc.)か らコ ン トロー ラ用 ミ

ニ ・コ ン ピ ュー タの 購 入 の 実 績 もあ り,今 後 は 外 部 の ミ

ニ/マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ ・サ プ ライ ヤー との 結 びつ

きが 強 ま る こ とが 予 想 され る。 こ うした 方 向 に 進 む に つ

れ,周 辺 ・端 末 機 器 部 門は ます ます 重 要 な もの に な っ て

く るで あ ろ う。 ま た ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス での 経 験 と

実 績 の 積 み重 ね も重 要 とな ろ う。

Xeroxは 周 辺 機 器事 業 に対 し て引 き続 き力 を入 れ て お

り,11月 の 半 ば に はVersatec社 を 買収 す る こ とで 同社

と合 意 を み て い る。Versatecは 高 速 電子 プ リン タお よ

び プ ロ ッ タの メー カー で,年 商 は1,000万 ドル 前 後 。 買

収 は株 式 の 交 換 とい う形 で 行 な わ れ る。 同社 を 吸収 す る

こ とに よ り,Xeroxの プ リン タお よ びデ ィス ク製 造 の子

会 社DiabloSystemsは さ らに強 化 され る こ とに な り,

Xeroxの 今 後 の 戦 略 の 一 翼 を に な うこ とに な る とみ られ

る。

3.撤 退の波紋

マ ツ コ ロ ウ会 長 に よれ ば,撤 退 作 業 が 完 了 す る ま で に

は12～18ヵ 月 を 要 す るで あ ろ う とい う。 しか し既 存 の ユ

ー ザ ー に 対 して は む こ う7年 間 の サ ポ ー トを 約束 し て い

る。 ま た ソ フ トウ ェ アに つ い て は,ア ナ ウ ンス した リリ

ー スは 実 行 す る 旨確 約 して い る。 しか しユ ー ザ ー に と っ

て は,そ れ は あ くま で 口約 束 で,具 体 的 に どの 程 度 ま で

サ ポ ー トが 行 な わ れ るか に つ い て の不 安 が 常 につ きま と

っ て い る。
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図一31株 当 り 純 益 推 移

Xerox側 が 明 らか に した と ころ に よれ ば,SDSと

Xeroxに よ って出 荷 され たCPUの 総 数 は 約2,100台,

うち約1,700台 は米 国 内 に出 荷 され た。 そ し て2,100台 の

うち7月 現 在 で リー ス され て い る もの は 約8%で あ る と

し て い る。IDC(lnternationalDataCorp.)の 汎 用 コ ン

ビ。ユ一 夕 ・セ ンサ ス に よれ ば,75年7月1日 現 在 全 世 界

に設 置 され て い るXeroxの コ ン ピ ュー タは986台,う ち

809台 が 米 国 内 に 設 置 され て い る。Xerox側 の資 料 と合

わせ る と,ユ ー ザ ー の 多 くは 買取 りユ ー ザ ー で あ る こ と

が わ か る。 これ らユ ー ザ ー はXeroxの 撤退 に 関 し どの

よ うな反 応 を 示 して い るの で あろ うか 。

撤 退 直 後,緊 急n-一 ザ ー 会 が 開 か れXerox側 の 説 明

を求 め る とい った こ とがな され たが,ユ ーザ ーの 反 応 は

全 体 と して み る限 り比 較 的 穏 や か で あ った。 この背 景 と

して,ユ ー ザ ー ・ベ ー ス が科 学 技術 分 野 中心 で あ った こ

と,そ して導 入個 所 の 多 くは マ ル チ ベ ンダ ー ・サ ・fトで

あ った こ とな どが あげ られ る。 ちな み に ユ ー ザ ー 構成 を

金 額 比 で み る と,一 般 産 業 が19%(全 メP－カー平 均 は28

%),サ ー ビス ・ビ ュ ー ロ ー36%(同15%),教 育19%

(同6%),連 邦政 府22%(同10%),そ の 他4%(同41

%)と な っ て い る。 意 図 し た ビ ジ ネ ス分 野 での 不 振が 逆

に撤 退 に際 し ての 静 か な 反 応 を生 ん だ と もい え よ う。 使

用 ア プ リケ ー シ ョン別 に み る と科 学 技術 へ の片 寄 りは さ

らに 明 らか とな る(図 一4)。

ところ でXeroxの コ ン ピュ'一夕は,ユ ー ザ ー か ら高

い 評 価 を受 けC〔 た 。、DataproResearch社 が今 年 の6

月 に米 国製 汎 用 コ ン ピ ュー タ に対 す る ユ ーザ ー の 評 価 を

調 査 し た と ころ に よれ ば,本 体 の信 頼 性,技 術 サ ポ ー

ト,ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ムの 各 項 目に お い て 最

高 の評 価 を 受 け て い る。 ま た全 般 的な 満 足 度 もPECに

驚32一
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図 一4主 要 ア プ リケ ー シ ョン

次 い で高 い。Xeroxが 主 要8社 中最 高 の 評 価 を 受 けた 技

術 サ ポ ー トとア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムの2つ は,

調 査 され た12項 目 申平 均 評 価 が最 も低 い もの で あ った 。

つ ま りユ ー ザ ー は これ らに 関 し て は,今 後 の ベ ンダ ー の

努 力 が 必 要 と判 定 して い るわ け で あ る。 この 項 目 で最 高

評 価 を 得tXeroxが,調 査 実 施 の わず か1ヵ 月 後 に撤

退 を 発 表 した の は ま さに 皮 肉 とい うべ きで あ ろ う。

事業 撤退 に 伴 い ユ ー ザ ー と同 じ く直 接 的 な 影 響 を受 け

るの は 従 業 員 で あ る。Xeroxの コ ン ピ ュー タ事 業 部 には

米 国 内 だ けで 約4,100名 が従 事 し て い た。 撤 退 発 表 の 際

マ ツ コ ロ ウ会長 は で き る限 り配 転 を進 め る と述 べ て い た

が,10月 末 ま で に す で に 約1,800名 が レ イ ・オ フ され て

い る。 レイ ・オ フ は 販売,サ ー ビス,開 発 の 部 門 か ら始

ま り,最 近 は 製 造 部 門 の 要 員 も対 象 とな ってい る。

さて,カ ス トマ ー ・ベ ー スの 買 収 とい う こ とは,ユ ーザ

ー に対 す る長期 的 な サ ポ ー トとい った観 点 か らし て,ま

た 買収 企業 の今 後 の 戦 略 とい った 点 か ら も重 大 な関 心 事

で あ る。 買 収 先 と して は 最 初 にH-P(Hewlett-Packard)

次 い でSperryUnivacが 有 力 視 され た が,10月15日 に

Honeywellが サ ー ビス お よび 販売 業 務 を 引 き継 ぐこ とで

基 本 的 合意 に達 した 。細 部 の 詰 め ば年 内 に 行 な わ れ る予

定 で,合 意 に達 し次 第 実 施 され る見込 み で あ る。 さ らに

12月 初 め に は,HonewellがXeroxの コン ピ ュー

タ製 造 権 を取 得 す る こ とで 両 社 間 の 合 意 を み た こ

とが 明 らか に され て い る。 当 の ユ ー ザ ー は こ うし

た 動 きに 対 し,何 も知 ら され ず に 単 に 企 業 戦 略 上

の 手段 に 使 われ て い るだ けだ とし て反 発,Honey-

wellと い う相 手 先 の 名 前 に対 して は あ か ら さま な

不 満 の 意 を示 して い る もの も多 い。

Honeywellの 最 近 の コ ン ピ ュー タ事 業 は不 振 を

か こ って お り,74年 の 暮 には コ ン ヒ。ユ一 夕か らの

冠 撤退をも噂 されるような状態であること,ま たユ
ー ザ ー ・ベ ー ス はXeroxの それ とは か な り異 な

っ てお り,サ ポ ー トが 十 分 に行 な い うるか 疑 問視

され る こ とな どか ら こ うし た反 応 が 生 じて い る と

思 わ れ る。 事 業 撤 退 に 関 して はHoneywellは 噂

・を ま っ向 か ら否 定 し,撤 退 の 意 思 は 全 くな い 旨言

明 して い る。 さ らに先 日の 仏 ル ・モ ン ド紙 の 報 ず る と こ

ろ に よれ ば,同 社 は 子 会 社Honeywell-BullとCIIと

の合 併 に際 し,仏 政 府 との 間 に 今 後4年 間 は コ ン ピュ■一一

タ事 業 か ら撤 収 しな い との協 定 を 結 ん だ とい わ れ る。

有 力 事 務 器 メー カー が コ ン ピュー タ本 体 事 業 を あ き ら

め た こ との 波 紋 は,IBMの 独 禁法 裁 判 に も有形 無形 の

影 響 を及 ぼす こ とが 予 想 され る。 業 界 史 上 最 大 の 独 禁法

係 争 で あ るIBM/司 法 省 の 裁 判 公 判 は す で に始 ま って

お り,裁 判 資 料 の 一 部 として 司 法 省 がXeroxの ケ ー ス

を 提 出 す る こ とは 十 分 考 え られ る。 事 実Xeroxは 司法 省

に 対 し,本 体 事 業 撤 退 の 経緯 に 関 す る書 類 を送 付 し てい

る。

カ ス トマ ー ・ベ ー ス の 行方 と と もに,裁 判へ の影 響,

ま たXeroxの 今 後 の戦 略 と関 連 し て のaフ ィス ・オ ー

トメー シ 。ン の動 向 な ど,今 後 の動 きが注 目 され る と こ

ろで あ る。

」(宗 像 徳 英
・調査 課)
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周辺装置技術動向調査団に同行 して

10月25日 か ら11月11日 ま で東 京 大 学 教 授 元 岡 達 氏

を 団長 とす る米 国 に お け る大 容 量 補 助 記 憶 装 置 の 技術 動

向 を調 査 す る た め の 「周 辺 装 置 技術 動 向調 査 団 」 に 同行

す る機 会 を 得 ナこ。調 査 はAuxiliaryMemoryHierarchy

構 成 と,そ のelementsで あ るLithographicProcessed

Memory,RotatingMagneticMemory,OpticalDate

Memory,お よびElectronBeamAccessedMemoryに

つ い て,本 体 装 置 メー カお よ び独 立 周 辺 装 置 メー カを 中

心 に 訪 問 し,ス タ ッフ との デ ィス カ ッシ ョンお よ び施 設

見 学 を 通 して 行 な わ れ た 。 以 下 その 見 聞 した もの の 感 想

を報 告 させ て い ただ く。

IBMを 除 く各 メー カや ユ ー ザ(1ヵ 所 しか 訪 問 出 来

な か っtcが)は,や は り,IBM3850MassStorage

Systemに 非 常 な 関 心 を示 す と と もにsystemに つ い て

種 々,研 究 ・解 析 を 行 って お り,そ の 技術 評 価 は極 め て

高 い もの で あ った 。 もっ と も3850systemの デ リバ リ ィ

ーが お くれ た理 由 に つ い て は,は っ き りし た話 は 聞 けな

か った 。 各 メ ー カ と も,RotatingMagneticMemory

技 術 に よ るmassstaragesystemは 今 後4～5年 の間 は

大 容 量 補 助記 憶 装 置 の 中心 に な るで あ ろ う こ とは一 致 し

て い た 。 そ の た め,IBMを 除 く各 メー カ と もIBM

3850相 当 の機 器 の 開 発 に力 を注 い で い る様 で あ っi。 但

し そ れは 極 め て慎 重 で あ り,IBMの 動 向 を じ っ と息 を

ころ し て見 守 っ て い る と と もに,独 立 周 辺 装 置 メー カは

ま す ま す 自分 の得 意 とす る 技術 分 野 に立 て こ もろ う とし

て い る様 な 印象 を受 け た。近 年 話 題 とな って い る.Litho'

graphicProcessedMemoryの ㏄D,Bubble等 につ い て

はmassstoragesystemの 分 野 で の 実 用 化 は 各 メー カ と

も,解 決 しな け れ ば な らぬ 問題 が 多 い として,将 来 の 可

能性は残しなが らもあまり関心は示していなか った。

今回の調査中にStorageTechnologyCorporationの

社長の交替が行われナこ機会にたまたま遭遇しttが,IB

M尊 いくつかの例外を除いては,米 国のコンビ=一 夕 ・

メーカ特に独立周辺装置 メーカの汎用計算機部門の経営

は,各 社 とも苦しく,急 速に再編成が行われようとして

いる様であ り,ス タッフの交替 もはげしい様であった。

これは全 くの私見であるが,今 回の調査旅行の印象に

限っていえば,わ が国と米国の技術格差はどうしようも

ないといえるほどであるとは思われず,米 国にかな り接

近 しているとい う印象を うけた。しかし,コ ンピュータ

自由化とい う新聞記事の見出しを見るにつけ,現 在,わ

が国では超LSIの 研究の国家補助が行われようとして

いるが,米 国の宇宙開発技術研究や軍事研究等の国家プ

ロジェク トによる資金の投入 とその成果技術の波及効果

な らびにコンピュータメーカ自身の研 究 開 発 への金,

人,時 間の投資力を想像すると,わ が国にとって容易な

らざる気がしてな らない。まtt,DBMSパ ッケ■一・・ジI

MSの ように,ユ ーザ,メ ーカが協同して開発したもの

(そこには国家による補助があったかもしれないが)が

広 く汎用のパッケージとして 販 売,利 用 されている例

は,わ が国ではあまり聞かないが,こ のようなこともど

しどし行われる必要があ り,そ のためには,ユ ーザーも

そのような意識を常に持つべきではなかろ うか。

以上,今 回の調査団に同行しての感想を述べさせてい

ただいたが,調 査旅行中に種々懇切なる御指導をいただ

いた元岡先生をはじめ,調 査団メンバーの㈱日立製作所

小田原工場:澤 山正義氏,日 本電気㈱中央研究所:荻 原

誠氏,富 士通㈱磁気装置開発部:莚 山和久氏,沖 電気工

業㈱総合技術部:宮 井悠紀夫氏に心より御礼申し上げた

いo

(石 山昇 ・技術 課)
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◇調査団等の派遣状況

当財団では,海 外の情報処理事情の調査および国際会

議等の参加のため,例 年欧米に調査団や調査員を派遣し

ているが,本 年度における現在までの派遣状況は次のと

お りである。

〈調査団等の派遣状況〉

調査団名ま・・会議名 已 間 訪 問 国

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 9月5日 ア メ リ カ,イ

技術 およびネッ トワーク結合 ～9月27日 ギ リス,フ ラ

の国際的互換性の動向調査 ン ス,ス ペ イ

ン,ス イ ス

ネッ トワーク技術 の将 来動向 9月5日 ア メ リカ,フ

調 査 お よびEurocomp会 議 ～9月27口 ラ ンス,イ ギ

リス,ス イ ス,

ス ペ イ ン

国連欧州経済委員会貿易手続 9月20日 フ ラ ンス,ス

簡素化部会および英国貿易情 ～9月30日 イ ス,イ ギ リ

報 システム化の動 向調査 ス

米 国におけ る周辺装置の動向 10月25日 ア メ リ カ

調査 ～11月10日

昭和50年度海外情報処理実態 10月25日 ア メ リカ

調査 団(米 国班) ～11月10日

昭和50年度海外情報処理実態 11月15日 フ ラ ン ス,西

調査団(欧 州班) ～11月30日 ドイ ツ

情報処理要員の企業内教育・ 11月22日 西 ドイ ツ,フ
訓練 カ リキ ュラム等の現状 と ～12月13日 ラ ンス,イ ギ

動向 リス,ア メ リ

カ

貿易情報 システムに関す る周 11月29日 ア メ リカ

辺端末装置の現状調査 ～12月14日

◇映画 「子供たちとコンピュータ」完成

当財 団 で は50年 度 情 報 化 週 間 に ちな み,映 画 「子供 た

ち とコ ン ピ ュー タ」 を作 成 し,札 幌 は じめ全 国5ヵ 所 で

開 か れ た 「講 演 と映 画 の会 」 で上 映 し た。

この 映 画 は,コ ン ピ ュー タ とは 全 く縁 の な か った 中 学

生 た ちが,夏 休 みの わず か2日 間 の講 習 で,コ ン ピ ュー

タ を動 か す よ うにな る過 程 を描 い て,コ ン ピュー タが,

意 外 に 親 し みや す い もの で あ る こ とを理 解 して も らお う

とい う意 図 で製 作 し た。(16ミ リ,カ ラー,上 映 時 間25

分)

◇斎藤副会長に勲三等

当財団,斎 藤有副会長は,こ の秋の叙勲で長年にわた

る電子工業な らびに情報処理の振興および業界の発展に

尽力して,わ が国産業経済の発展に貢献した功績により

)

勲 三等 王詩巻宝 章 を 受(ナナこo

◇1月28・29日 福 岡,2月4・5El大 阪 で

一 一 情 報処 理 に 関す る シ ンポ ジ ウム ー

当財 団 で は最 近 の 情 報処 理 技 術 の 動 向で等 を紹 介 す る た

め 毎年 通 商 産 業 省 の 後 援 に よ り 「情 報 処 理 に 関 す る シ ン

ポ ジ ウ ム」 を開 催 し て い るが,本 年 度 も,さ る12月16・

17日 の 両 日,東 京 で開 催 し たの に引 続 き,1月28・29日

福 岡 商 工 会 議 所,2月4・5日 大 阪 府 商 二ll会館 で,そ れ

ぞ れ シ ン ポ ジ ウ ム を開 催 す る。

内 容 は

第1口 ・最近 の 欧 米 に お け る情 報 処 理 の 実 態

・文 書情 報 処 理 に つ い て

第2日 ・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トソー クに つ い て

・パ ネル デ ィス カ ッシ ョン 「コ ン ピ ュー タ ・ネ

ッ トワー クの ニ ー ズ,経 済 性,お よ び 問題 点 」

(大 阪 会 場 の み)

とな って い る。

な お,聴 講料 は無 料 で 申込 み先 着 順 で 定 員 に な り次 第

締 切 る こ とに な って い る。(福 岡 会 場 定 員110名,大 阪

会 場 定 員150名)

申込 み,お 問 合 せ は 当 財 団 普及 課 電 話(03)434-

8211内 線449ま7cは535ま で 。

一 ソ フ トウエ ア 説 明 会 を 開催 一

当財 団 で は情 報 処 理 の 普及 促 進 を 目的 と して これ ま で

に 当財 団が 開 発 した ソフ トウ ェア を公 開 し,各 方 面 の利

用 に供 して い るが,こ れ らの ソフ トウ ェア の利 用 促 進 を

は か る た め毎 年 数 回東 京 お よ び地 方 に お い て ソ フ トウ エ

ア説 明 会 を 開催 し て い るが,今 年 度 も,さ る11月18日 東

京 で開 催 し たの に引 続 き,11月27日 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ

ー で
,そ れ ぞれ ソ フ トウ ェア説 明 会 を開 催 し た。

東 京 一 ・汎 用 グ ラ フ ィ ッ ク言 語(UNGL)

・統 計 集 計 プ ログ ラ ム ジ ェネ レ ー タ(STAGE)

・デ ー タ ・チ ェ ック ・プ ロ グ ラ ム ・ジ ェネ レ ー タ

(DATACHECK)

・FASPフP－ チ ャー ト作 成 プ ログ ラ ム

(FASPFLOW)

大 阪 一 ・統 計 集 計 プ ログ ラ ム ジ ェネ レ ー タ(STAGE)

・FASPフ ロ ー チ ャー ト作 成 プ ログ ラ ム

(FASPFLOW)

・デ ー タ ・チ ェ ック ・プ ログ ラ ム ・ジ ェ ネ レ ー タ

(DATACHECK)
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優秀情報処理システム等を表彰i

情 報 化 週 間 記 念 式 典一 一

昭和50年 度情 報化週間は さる10Jl]日 か ら7日 までを

中心に全 国 各地で 多彩な行事 ・催物 が行われ盛況の うち

に終了 したが,こ の うち10Jll日,ホ テル ・ニ ュー・オ'一

ク:で 行われた紀念式典では情 報化促 進貢献個人9名,

情 報化促 進貢献企業 ・団体等9,優 秀情 報処 理システム

7,懸 賞作文 ・論文入選作1]点 を表彰 し,植 村情 報化週

間推進会議議長,河 本通産大臣,村 上郵政 大臣,木 村運

輸人臣か ら受彰 者,代表 者にそれぞれ表 彰状 が贈 られ た。

これ らの授彰の対象 とな った1固人,団 体,表 彰鯉 山等

はつ ぎの とお りで ある。

,

、鴛
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ん

灘騨懸
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ち

ピゴ

・彩 ㌘

ぷ.,

川 〕

ク

、繕 一
餐 ←

1

記念式典で表彰する植村議長

情報化促進貢献個人

大野 豊 水都大学教授

北川 敏男 九州大学名誉教授
㈹情報処理学会会長

喜安 善市 ティアック㈱常任顧問

坂ル 利之 京都大学教授

浜田 成徳 エ レ ク トUニ クス協 議

会 会 長

南沢 宣郎 小野田セメント㈱顧問

山本 林 安田倉庫㈱社長

山本 正明 沖電気工業㈱社長

和田 弘 成践大学教授

国鉄の座席予約,新 幹線運転管理等のオンラ'イン,リ アルタイムシステムの

開発に尽力するとともに,広 くこの分野の開発関係者の指導にあた り,さ らに

後進の育成に努めた。

情報処理の基礎的な分野である情報処理の理論的研究を行い情報工学の発展
に寄与するとともに,情 報処理関係教育に従事し,後 進の育成に努めた。 ま

た,情 報処理学会の会長として学術的研究の指導に寄与した。

国産コンピュータの開発,コ ンピュータハー ドウェアに関する標準化の促進

等の情報産業の基礎的な研究面で指導的役割を果した。

パターン認識の研究開発,音 声情報処理の開発等基礎的な研究で指導的役割

を果す とともに情報処理技術の教育に従事し,技 術者の育成に努め,さ らに産

業構造審議会委員として情報産業のビジョンの確立に貢献した。

データ通信及び情報処理の基礎 となる電子技術に関し,電 波技術審議会会長

及び情報関係団体の役員 として,そ の発展に貢献するとともに,大 学で後進の

育成に努めた。

我が国におけるコンピュータシステム導入の先駆者であり,情 報関係団体の

役員として情報化の普及発展に貢献するとともに,大 学等で後進の育成に努め

た。

倉庫業界の電算化の推進に指導的役割を果し,多 くの倉庫業者が利用可能な

帳票の標準化及び標準事務処理システムの開発に努めた。

永年にわた り,社 内における情報処理事業部門の最高責任者 とし,そ の 育

成,指 導にあたるとともに,情 報処理関係団体の要職にあって情報処理産業の

振興に努めた。

トランジスタ式電子計算機の研究開発 標準化の推進等,情 報処理の高度化

に貢献するとともに,情 報処理教育に従事 し,後 進の育成に努めた。

● '

`
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情報化促進貢献企業 ・団体等

刷運輸経済研究センター 運輸事業に関する多くの情報システムの開発研究を行 うとともに,出 版,講 演等によ

り情報化マイン ドの普及に努め,運 輸関連業界の情報化の促進に寄与した。

鎌倉市医師会 最近における交通事故の増加,夜 間休lr等 の医療需要の増加等に対処して救急患者の

迅速かつ適確な処置を図るため,一 般開業医を含めた医療機関 と消防,警 察本部等機関

とを有機的に連携することによ り,地 域の救急医療体制の高度化を図った。

鰯岐阜県行政情報センター 財政基盤の弱体な区町村の行政事務を近代化す るため,電 算機の共同利用による情報

処理を推進し,自 治体の財政負担の軽減 と行政サービスの向上に寄与した。

住友金属工業㈱ 社内におけるコンヒ。ユ一夕の積極的活用により,経 営管理業務 と生産管理のプロセス

制御を有機的に結合した先駆的な総合管理システムを完成した。

㈱西武情報センター 百貨店,ス ーパーを中心に,多 数の商品 ごとに販売,物 流,顧 客情報を把握 し,総 合

流通システムを完成させることによ り,物 流コス トの低減 と商品の安定供給に寄与した

㈹目木海事検定協会大阪支部 沖縄航路船積書類一貫処理システムを完成,実 用化することにより,複 雑であった船

積書類の流れを一元化し,そ の迅速化,効 率化を図る等港湾における事務処理の先駆的

な情報システムの開発に寄与 した。

農林中央金庫 農林漁業系統中央金融機関として,農 業者年金の事務処理のシステム化及び農林漁業

者の金融決済のシステム化に貢献するとともに,画 期的,先 導的なオンライン・トータ
ル ・バンキング ・システムを完成した。

八王子商工会議所 中小企業の経理 ・会計業務,仕 入 ・販売 ・在庫管理業務等のシステム化を指導し,中

小企業の経営の合理化に貢献するとともに,情 報処理技術者の養成 各地商工会議所の

電算機利用の指導に寄与 した。

読売テレビ放送㈱ 番組 ・スポ ットの販売か ら放送の実施までを一貫的に処理する トータルシステムを他

社にさきがけて完成し,業 務の効率化を実現するとともに,先 導的役割を果 した。

優秀情報処理システム

㈱ マルゴ経営研究所

旭化成工業㈱

トヨタ自動車工業㈱

受注 ・出荷処理,詐 庫管理

システム

異機 種 コ ン ピ ュー タ間 共 同

利 用 シス テ ム

部 品 管 理 デ ー タベ ー ス シ ス

テ ム

東京慈恵会医科大学 医療事務総合管理システム

日本開発銀行

近 畿 日本 ツー リス ト㈱

日立造船㈱

経営意志決定サポー トシス
テム

ツー リス トオ ン ライ ン シス

テ ム皿

ハイカス総合造船情報処理

システム

受注 ・出荷処理,在 庫管理等を小型コンピュータと複数台の

ディスプレイにより,リ アルタイム処理 し,多 品種で類似品の

多い薬品のインプット処理を容易化した点に特徴があり,関 連

卸売中小企業の近代化に大 きく貢献 した。

全国に散在する多種多様のコンピュータを相互に結合させ異

種独立 した互換性のない多数のコンピュータを一つの リソース
として共同利用するシステムで,異 機種コンピュータ接続の困

難性を解決し,コ ンピュータの効率的活用に著 しく貢献した。

本システムは製品を構成する多種多様の部品を一元的に管理

運用するとともに製品企画,設 計,生 産準備 ・品質管理,販 売

等適用関連業務の統合化,ト ータル化を可能にした先進的なデ
ータベースシステムである。

病院における医療手続,患 者統計,外 来及び入退院の窓口管

理業務の迅速化を図るとともに,薬 品在庫管理,診 療報酬請求

明細書の発行等の総合オンラ・fンシステムにより,病 院合理化

の第一歩を築いた。

本システムは経営の種々のレベルで発生する問題を解決する

ためのシステムで,業 界動向分析,企 業評価,長 期経営計画,

設備投資計画,経 営分析及び経営指導等 に適用で き,意 志決定
システム実用化の先鞭をつけた。

全国的なネットワークを通じ,航 空機の座席予約から旅館予

約に至るサービスをオンラインで処理する総合旅行情報システ
ムとして国民の余暇利用サービスの向上に貢献した。

造船業務における設計から生産に至る各種データを集中的に

管理し,船 殼設計,配 管設計等を行 う画期的な造船総合システ
ムとして造船業の近代化に貢献した。
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懸賞作文 ・論文

(1)小 中学生の部(作 文)

特 選 「情報について」

佳 作 「情報化社会 と日本」

佳 作 「情報 と生活」

佳 作 「情報化社会を生 きぬ くために」

佳 作 「コンピュータ入門講座に参加して」

佳 作 「情報集めに働 らく円・」

② 一般の部(論 文)

特 選 「教育の曙一情報化時代の教育を支える情報教

育センター」

佳 作 「新しい社会 と人間」

佳 作 「コンシューマセンターの夢」

イセ イ乍 「生活 と↑青椴イヒ」

佳 作 「情報化社会の隠された危機」

徳山市立岐陽中学校2年

久留米大学附設中学校2年

千葉市立葛城中学校3年

島根大学教育学部附属小学校6年

東京都目黒区立第十中学校2年

前橋市立元総社中学校1年

小学校教諭

国家公務員

主婦

大学受験準備中

著述業

福谷 明美

岩熊 昭洋

木村 康夫

後藤 功一

小松 利恵

近藤 素子

泉本 久吉

川口 隆

久保 敦子
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海外の トピ ックス を紹介す る海外情報 インデ ックスを毎月1回 発行(無 料)し てお りますので,ご 希望 の方は,

当 財 団 調 査 課 〔TEL(03)434-8211(内 線539)〕 ま で ご連 絡 くだ さい。
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顯 日本情報処理開発センター
東京都 港区芝公 園3丁 目5番8号 機械振興会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


